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～教科の見方・考え方を働かせながら，学びの連続性を生み出す指導の工夫～ 
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はじめに 

 

コロナ過における教育活動も今年度で 3 年が経過しようとしています。学校

においては，日々の感染症対策を着実に実施しているものの，コロナ感染は常態

化し，臨時休業や学級閉鎖を余儀なくされる状況も見られました。そのような中

にあって，教育活動が自校の子どもたちの成長に真に寄与するよう精選・重点化

を図るとともに，授業においても一人一人の子どもたちにとって個別最適な学

びを保障する一層効果的な指導が求められております。 

二本松市教育委員会指導委員会においては，教職員の授業力向上を目的とし，

昨年度から本市の目指す子ども像「夢中になって学ぶ子ども」の育成を目指して

研究を推進してまいりました。 

昨年度は，副主題を「子どもの学びを実現する単元構成からのコーディネート

の工夫」とし，単元構成と教師のコーディネートの工夫の 2 点を研究の視点と

して授業改善に取り組みました。その結果，単元や授業構成において，子どもの

学びを予想してつなぐことで課題の吟味や個を生かす多様な言語活動につなが

ったものの，教科の本質に迫る発問の吟味や個人差への対応，個のまとめ・適用・

振り返り・定着を見取り，次時へつなげる指導には課題が見られました。 

そこで，今年度は，授業において夢中になって学んでいる子どもの姿を 5 つ

の姿として具体的にしつつ，各教科等の見方・考え方を働かせながら学びを自分

事として捉える指導の工夫と学びの連続性につながる効果的な振り返りの工夫

の 2 点に視点をあて，授業改善に取り組んできました。 

本冊子は，研究授業における 2 つの視点による手立ての実際や成果と課題と

ともに，本単元をはじめとして今年度の授業全般において求めてきた「夢中にな

って学ぶ姿」の具体的な５つの姿についてアンケートを通して検証した結果を

含めまとめたものです。授業の改善が真に子どもの「夢中になって学ぶ姿」につ

ながっていたのか，今後も問い続けていくことで，一層の授業力向上につながっ

ていくものと考えます。本冊子が本市の教職員の授業改善に活用され，より質の

高い授業実践につながることを期待しています。 

結びに，指導委員の皆様の真摯な取組に敬意を表しますとともに，各学校の校

長先生・園長先生，諸先生方の御理解と御協力に改めて感謝を申し上げます。 

 

令和 5 年 3 月        二本松市教育委員会教育長 丹野 学 



夢中になって学ぶ姿 ～ 目指す子どものイメージ ～ 

学びの連続性の中で，具体的な子どもの言葉で表現することにより，具体的なイメージが広がる。 

 

Ⅰ 今年度の研究推進 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

  

  

 

① 関心・意欲，課題意識（目的意識）  

→ 熱中する・試行錯誤する・学びを楽しむ・気づく 

      ＊関心・意欲・思考（自分の考え）の芽生え 

今日の学習内容は○○だ ○○ができるようになりたいな！ 

これができるようになると，○○の力がついて○○の役に立

つんだな。 

学びたい！やってみたい！考えを表現したい！ 

 やりがいがありそうだな。 

 おもしろそうだな。  

解決したい！取り組んでみたい！ 

おもしろい！ 

不思議だと思ってたんだよ。 

これまでとは違った形の問題だな 

どのようにすると解決できるんだろう 

 おかしいな，もう一回やってみよう 

     （無言≒内言，独り言の連続） 

② 見通し → 自分の学習の姿をイメージする。 

この前学習した○○が使えそうだな。 

○○が分かれば解決できそうだな。 

○○は○○で調べられそうだ。 

③ 話合い・学び合い(協働の学び) →  

友だちや教師に伝えたくなる。 

聞いて！  

こうするといいんじゃない？  

どうやったの？  

どうやるの？ 

だってね・・・ 

そういう考え方もあるんだ。 

友だちの考えを聞くっていいな。 

ちょっとこれ見て，聞いて。 

 

④ 振り返り →  冷静に自分の姿を見つめ直す。客観的に。 

           そして，主体的に学びの意欲が持続 

           自分事として捉える。 

 今日学習したことは○○。今度使ってみよう！どんなときに使えるかな？ 

 次はどんな学習をするのかな。 

 もっと○○について知りたいな。 

自主学習でもっと詳しく調べてみようかな。 

○○の場面で使ってみたいな。 

あのときのことは，こういうことだったんだ！学習して分かった！よかった！ 

夢中になって学ぶ子どもの育成  

～教科の見方・考え方を働かせながら，学びの連続性を生み出す指導の工夫～ 

研究主題 

＜昨年度の課題から＞  

●学びの連続性を意識した単元構成 

●子どもの学びの姿がわかる客観的な調査 

●振り返りの時間の確保 

●ICTの有効活用         など 

＜研究のはじめに＞ 

今年度の指導委員会では，「夢中になって学ぶ子ども」の育成を

目指し，昨年度の課題をふまえ，その具現化に向けた授業のあり方

について検討しました。 

まず，夢中になって学ぶ子どもの姿を具体的にイメージするとこ

ろから始めました。 

この学びの姿を持続させる（学びの連続性）には，どうしたらよいか？ 

授業改善の視点はどうすべきか？ 

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを  

自分事として捉える指導の工夫】 
例えば・・・ 学びを自分事として捉える課題の設定など 

例えば・・・ 学びが持続する学習活動，発問，場の設定， 

学びの流れが可視化できる板書など 

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 
例えば・・・ 振り返りの視点を与える。 

        ワークシートを使用し，振り返りを継続，可視

化する。 

        時間と場を確保する。  など 

 

「各教科の見方・考え方を働かせる」 
深い学びの実現へ向けて，教科等の見方・考え

方を育み働かせて学習することは不可欠であり，

大前提。 

常にどの段階においても意識していかなければ

ならないもの。 

「学びの連続性」 
①関心・意欲，課題意識 ②見通し ③話合い・学び合い（協働 

の学び）④振り返り，それぞれの場面において常に自分事として

学びに向き合い，学びが持続している姿。まさに，どの段階でも

夢中になって学ぶ子どもの姿が見られること。 
そして，その姿は，一単位時間にとどまらず，単元を通してス 

パイラルに持続していく。 

さらに，学びが持続するには，一人一人の学びがそれぞれに自

分事として捉えられなければその実現は難しい。そこに，目の前

の子どもたちの実態把握，個別最適化な指導の在り方の工夫も必

要になってくると考える。 

「振り返り」 
一単位時間の終末の「振

り返り」が次時につなが

り，次時の課題意識・目的

意識に発展する。 

 

その具現化のため，研究の視点を大きく２点に絞ることにしました。 

「自分事として捉える」 
見たことがある，でもなぜだろう・知りたい・や

ってみたい・調べてみたい・どうしてだろう・解決

してみたい等，子どもの心がゆれ動き，学びに向か

うこと。 

https://1.bp.blogspot.com/-uiFYNuLvH-I/Xrea7X0pqJI/AAAAAAABY1Y/tWvSM8LiG_g0beUs2FxpLVoENjxUCO8SACNcBGAsYHQ/s1600/study_school_jugyou_girl.png


Ⅱ 資料の見方 

 

 

 

１ 本単元における夢中になって学ぶ姿 

 

 

 

 

２ 本時における研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ アンケートの結果から 

① 関心・意欲，課題意識 

 

 

 

 

 

 

② 見通し 

③ 話合い・学び合い(協働の学び) 

④ 振り返り 

⑤ 新たな学びへ（学びの連続性） 

 

４ 考察【○成果 ●課題】 

【視点Ⅰ】 

【視点Ⅱ】 

【その他】 

 

実際の指導案はこちらへ 

〇学年 教科 

～をイメージした授業 

 

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを  

自分事として捉える指導の工夫】 

 

 

視点 1について，具体的にどんな指導をした

のか，指導の工夫が分かるような具体的なワ

ークシートなども含め児童の学びの様子をま

とめています。 

本時でめざす各教科の見方・考え方を働かせ

た学びの姿について明示しています。 

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

 

 

★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】 

 

 

実際に使用した指導案と，改善策（黄色枠内）を考え追記

した改善指導案を QRコードから読み取ることができます。 

考察については，二つの視点に関して，アンケートの結果もふまえて成果

と課題について述べています。また，課題をそのままにせず，具体的な改善

案を考えました。その内容については，実際の改善指導案をご覧ください。

【その他】については，視点以外の内容について，まとめています。 

板書については，実際に授業の板

書を掲載しています。授業の中で ICT

機器を活用した途中の様子も含まれ

ています。また，幼稚園について

は，活動の場づくりの工夫を掲載し

ています。 

視点Ⅱについて，振り返りをさせる際の工

夫（視点など）と実際の子どもたちの振り返

りの様子をまとめています。 

QR 

赤枠内は，単元の学習計画における１時間ご

との夢中になって学んでいる姿について明示し

ています。 

子どもの学びの姿が客観的に捉えられるよう，また、学びの

連続性を意識するため、段階ごとに調査しました。1回目は 2学

期始め，2回目は研究授業後 11月初旬までの間に Googleのフォ

ームを活用して調査しました。 



Ⅲ 授業改善の実際 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本単元における夢中になって学ぶ姿 

 
 

２ 本時における研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 場面 学習活動（夢中になって学んでいる姿） 資質・能力等 

１ 課題設定 ・ 全文を通読して初読の感想や考えをもった

り，単元の学習課題を設定して学習を見通した

りしている。 

・ どんな場面が描かれているかを考

えて通読し，初読の感想をもってい

る。（態） 

２ 構造・ 

内容把握 

・ 場面ごとに中心人物「綾」の前に現れたもの

や人物を整理し，広島に行くまでの心情をとら

えている。 

・ 登場人物の心情をとらえる際，語

感や言葉の使い方に対する感覚を意

識して，語や語句を使っている。（知・

技） 

３ 構造・ 

内容把握 

・ 広島での「綾」の心情の変化をとらえてい

る。 

・ 登場人物の心情をとらえる際，語

感や言葉の使い方に対する感覚を意

識して，語や語句を使っている。（知・

技） 

４ 

本

時 

精査・ 

解釈 

・ 最後の場面の叙述から中心人物の心情につい

て読み深めることで，物語の全体像をとらえて

いる。 

・ 表現の効果を考えることで，物語

の全体像を具体的に想像している。

（思・判・表） 

５ 考えの 

形成 

・ 作品を読んで理解したことや自分の考えの変

化について感想や意見をまとめている。 

・ 文章を読んで理解したことに基づ

いて，自分の考えをまとめている。

（思・判・表） 

６ 共有 ・ 前時にまとめた自分の考えをグループで交流

しているとともに、単元を振り返っている。 

・ 文章を読んでまとめた意見や感想

を交流し，自分の考えを広げている。

（思・判・表） 

 

第５学年 国語科 

【最後の場面の叙述を，それまでの場面の叙述

と結び付けながら，物語の全体像をとらえて読

む姿】をイメージした授業         

油井小 西屋 純 

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを 

自分事として捉える指導の工夫】 

① 中心人物に影響を与えた人やもの（資料館の展

示，祈念館の映像，おばあさん）の役割（中心人物

に与えた影響）について考えさせることで，物語の

全体像をとらえるきっかけになるようにする。 

○ 中心人物に影響を与えた人やもの（資料館の展 

示，祈念館の映像，おばあさん）の役割（中心人物 

に与えた影響）について考えさせることで，物語の 

全体像をとらえるきっかけになるようにする。 

② 異なる場面の叙述のつながりを示しながら中

心人物の変容を話し合うことで，物語の全体像

をとらえられるようにする。 

○ グループや全体で話し合う際，自分の考えの

共通点や相違点に着目させることで，根拠とす

る文章の解釈は人によってさまざまであること

を実感させながら読み深められるようにする。 

【全体での話し合い】 

Ｔ：おばあさんの姿や言葉を，綾はどのように受

け止めたのかな。 

Ｃ：おばあさんの言葉によって，アヤちゃんの夢

や希望を叶えようと思うようになった。 

Ｔ：どこの部分からそのように考えたの？ 

Ｃ：「ここでどんなに～すむかもしれない」って

ところ。 

Ｔ：ここの部分から他に考えている人もいるか

な？○○さんはどう？ 

Ｃ：今のところと「この楠木アヤちゃんの～おく

らしなさいよ」のところから，今の自分と重

ね合わせて「アヤちゃんの思いを引き継

ぐ！」って考えました。 

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

＜振り返りの視点＞ 

① この時間，どのように学習に取り組んだか

（特にどこに力を注いだか）。 

② よかった・参考になったと思った友達の考

えは何か。   【本時で強調した視点】 

 

資料館の展示品は綾に

原爆のひどさを分かっ

てほしいと伝えてるん

だと思う。 

祈念館の映像は色んな表情をした人が確

かにいたことと，原爆がその人たちの人

生を壊したことを伝えたいんじゃない？ 

綾は，自分と同じ「楠木アヤ」を探す中で，

原爆で亡くなった人たちの夢や希望を引き継ぐ

役割を学んでいたので，心情が大きく変わった

ことが分かった。 

「きれいな川はきれいな川でしかなかった」

など，難しい言葉が多いと思ったけど，言葉の

意味を考えてみると，綾が戦争のひどさに衝撃

を受けながら，その事実を受け止めようとして

いる気持ちがよくわかるようになってきた。 

○○さんの「アヤちゃんの思いを引き継ぐ」

という考えが参考になった。次はもっと友だち

の意見を聞きながら学習したい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ アンケートの結果から 

① 関心・意欲，課題意識 

 
② 見通し 

 
③ 話合い・学び合い(協働の学び) 

 
④ 振り返り 

 
⑤ 新たな学びへ（学びの連続性） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○ 中心人物の変容は，展開場面で出会う人やもの

（対役）によって起こることを，図を用いた板書

に表すことで，明確にすることができた。 

○ 「中心人物の変容に対役が果たす役割を考える

には，複数の場面の叙述のつながりを意識して読

む必要がある」ことを，児童は互いの考えに関心

をもって話し合うことをとおして気付くことがで

きた。（アンケート③との関連） 

● 当初は前時までに学習した叙述が最終場面でど

のようにつながっているか考える児童が少なかっ

た。発問は「最終場面の『きれいな川は～』が意

味することは何か」などとし，展開場面の叙述と

結び付けて考えるなどの流れの方がよかった。 

● 「綾が出会ったものや人の中で“いちばん”重要な

のはどれか」といった収れん的思考を促す発問を

工夫することで，よりねらいに沿った授業になっ

たと考えられる。 

【視点Ⅱ】 

○ 言葉にこだわって読むよさを感じたり，友だち

の意見から学びを深めたりしたことを振り返る姿

が見られた。（アンケート⑤との関連） 

● 「今日の学びをどのように生かしたいか」を問

い，本時のねらいと結び付けて考えている児童の

考えを紹介し，共有することで，今後の読書領域

の拡充につなげたい。 

実際の指導案はこちらへ 

★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】 

 



 

 

 

 

 

 

 

１ 本単元における夢中になって学ぶ姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 課題を自分事として捉えることができる
よう，前時で行った，同じ言葉を比較する方
法で課題を解決することを確認し，これまで
に読んだ場面と「同じ」物，場所，言葉など
に着目・比較させることで「私」の心情変化
を考える。 
Ｔ：最終場面に出ている語句で，以前の場面

でも出ていたものはあるかな。 
Ｃ：銀木犀，ビニール袋，星の花があります。 
Ｔ：最終場面中でもくり返し出ている語句は

あるかな。 
Ｃ：あ，「大丈夫」というセリフが初めと終

わりにあります。 

＜生徒の振り返りから＞ 
・最初は夏実にしがみついている感じで「銀
木犀」から離れられなかった「私」が最後は
「銀木犀」から離れて独り立ちできた「私」
の姿が頼もしいと感じた。ただその間に「銀
木犀」の見方が変わっている瞬間があったこ
とに気づかなかった。何回も出てきた「銀木
犀」は一番大事な「私」の心の成長の瞬間に
も描かれていたから作品の題名にも使われ
ていたのかなと思った。 
・「気持ち」を表す言葉以外にも心情を知る
ヒントがあることがわかったので，これから
の学習で活用したい。また，文章中に何度も
出てくる言葉も気持ちの違いが隠れていて
改めて読むと納得した。 

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

Ｔ：「ここにいれば『大丈夫』」と「『大丈夫』
やっていける」では明らかに感じ方が
違う気がするね。 

Ｃ：はい，最初の方は守られているから安
心している感じで，後の方は成長した
感じです。 

Ｔ：「成長」ってどんな風に？ 
Ｃ：夏実と仲直りできなくてもいいとか。 
Ｃ：新しい友だち作ればいいってことだよ。 
Ｔ：あんなに夏実にこだわっていたのにね。 
  じゃあ「夏実にこだわらなくなった」

と言える根拠はどこかな。 
Ｃ：やっぱり「星の花」をビニール袋から

落としたという場面しかないと思う。 
Ｔ：どうして？ 
Ｃ：前はビニール袋の「星の花」はお守り

で大事にしていたから，それを捨てた
ということはもう必要ないと判断した
結果だと思います。 

Ｔ：ではここが山場の主人公の気持ちが変
化した瞬間と言えるのかな。 

Ｃ：でも捨てたってことは，もう決心がつ
いてたってことだからもっと前に気持
ちに変化があったのかもしれないよ。 

Ｃ：なるほど，確かにここはもう迷いがな
くなってる気がする。 

Ｔ：では他にみんなが気づいた「銀木犀」
にも目を向けて，気持ちが変化した瞬
間を決定づける部分を探してみよう。 

Ｃ：場面の最初は「銀木犀」の下に隠れて
いたのに最後は「銀木犀」から一歩踏
み出して行きます。 

Ｃ：やっぱり気持ちが変わっていると言え
るよ。途中に「銀木犀」は・・・ 

Ｔ：アニメや漫画で人物の気持ちが暗い感
じから明るい感じに変わる時のイメー
ジを考えてみてはどうかな。 

Ｃ：あ，「陽の光」か。この「葉っぱ」も「銀
木犀」だ。 

Ｃ：確かに「私」が見上げている瞬間だ。 
 
 
 

 

 
視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを

自分事として捉える指導の工夫】 

第１学年 国語 

【場面や描写を比較しながら主人公の心情変化

に気づき，物語の山場を捉えようとする姿】を

イメージした授業 

二本松一中 齋藤 真由美 

○ 生徒の気づきを生かして課題解決に迫り情
景描写から主人公の心情変化を読み取る。 

＜振り返りの視点＞ 
①自分の読みは適切であったか 
②足りなかった考えは何か 
③今後どの学習に活用できそうか 

 

 

 

時 
間 

場面 
 

 学習活動（夢中になって学
んでいる姿） 

   資質・能力等     
 

 

１ 
 

見通す 
 

・作品を通読し，登場人物の
関係を整理しながら，今後の
学習の見通しをもっている。 

・時や場所，人物などを
抑えながら，場面分け
をしている。 

（思・判・表） 

２ 

 ・ 
 

３ 

 

考える 

習得す
る  
 

 
 
 

・場面の展開に沿って，「私

」の気持ちの変化を表にま
とめている。 

・比喩表現を探して，どんな

情景や気持ちを表してい
るか考えている。 

 

 

・「私」の気持ちが読み

取れる表現に着目し
ながらまとめようと
している。 

（思・判・表） 
・場面ごとの状況や，場
面と人物をなどの描

写を結び付けて，内容
を読み深めている。    
（思・判・表） 

 

４ 
 

本 

 

時 

考える 

対話す
る 
 

 
 
 

・同じ物や場所について，そ

れぞれの場面や描写を比
べて読み，どんなことが読
み取れるか話し合うこと

で，変化のきっかけとなっ
た「山場」を確認している
。 

・冒頭と結末の「銀木犀」に
関する描写の違いを読み
取っている。 

・場面と場面，場面と描

写などを結び付けて
内容を解釈している。 

（思・判・表） 

 
 
 

 

５ 
 

考える 

習得す
る 
 

・結末の一文が意味するもの

を考え，物語の続きを考え
ている。 

 

・読み取ったことを生か

して，作品の続きを考
えようとしている。 

 （態） 

６ 
 
振り返
る 

 

・完成した物語を紹介しなが
ら交流し，学習を振り返っ

ている。 

・交流を通し，新たな読
みにつなげている。           

（思・判・表） 

 



 

３ アンケートの結果から 

 

 

 

 

 

４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○ 前時までの課題解決方法を生かして取り組ん

だことで，見通しをもって学習活動に取り組む

生徒が多かった。 

● 比較できる語句に複数気づいた生徒が多く，

考えるための視点が広がってしまった。本時の

授業では，情景描写に着目して「気持ちが変化

した瞬間」を捉えさせるため，作品の題名や冒

頭部分にもふれることで，物語の象徴となる「銀

木犀」に的を絞り，心情変化を考える時間を確

保する必要があった。 

【視点Ⅱ】 

○ 個→小グループ→全体と，様々な方法で自分

の考えと他の考えを比較させたことで，自分の

読みの有効性や不足していた部分に気づき，個

の実態を把握することができた。 

● 単元を通して習得した様々な読解の手がかり

を，今後の学習に活用するために，毎時間の振

り返りを蓄積して必要な場面で確認できるよう，

振り返りシートを工夫していきたい。 

【その他】 

・ 班活動では，グループの考えを事前にタブレ

ット端末に書き込ませることで，全体での意見

交換の時間を十分に確保していきたい。 

実際の指導案はこちらへ 

 

★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】 

 

 



＜振り返りの視点＞ 

① 「なるほど」と思ったこと 

② もっと考えたい、調べたいと思ったこと 

③ 身の回りの生活とのつながり 

本時の学習を振り返ることで，生活に身近

な工業製品の見方を考えたり，他の製品や地

域はどうかなど，調べる際の視点を増やした

りすることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本単元における夢中になって学ぶ姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時における研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５学年 社会 

【地域に伝わる伝統が工業に生かされているこ

とに気付き、工業の発展について調べる意欲を

高める姿】をイメージした授業         

油井小 小野 真樹 

○ 価格の違うお椀の写真を提示して価格の違いの理

由について考えさせ，どうして同じような製品でも

価格に大きな違いがあるのか，生産量や作り方など

の違いに気付かせることで，本時の問いをもたせる。 

 

＜児童の振り返りから＞ 

〇 同じような物でも技術をみがいた人が作る

ことで値段が高い。家にもそういう物があるか

調べてみたい。 

〇 会津漆器は４００年も前から続いていてや

っぱりすごいと思った。ほかにも同じように昔

から続いている物があると思うので，これから

調べていきたい。 

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学び  

自分事として捉える指導の工夫】 

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

○ 課題を解決するためには，どのような情報を集め

ればよいか話し合い，調べることを焦点化すること

で，解決への見通しをもたせる。 

 

①  同じように見える製品の価格を提示し，児童の

認識のずれから課題意識を高める。 

 

② 福島県の伝統的な工業を取り上げ，昨年度ま

での学習と関連性や連続性をもたせることで，

技術を生かした工業への関心を高める。 

 

○ 価格が高い方のお椀は伝統的な技術を生かし

た会津塗の製品であることを伝え，製造工程を

調べさせることで，多くの手間や工夫があるこ

とに気付かせる。 

 

T:価格が違う理由を考え

るためにはどんなこと

が分かればいいかな？ 

C:どこで作っているか。 

C:材料は何か。 

C:作り方のちがい。 

C：一つ一つ手作りし

ているね。 

C:ほこりが入らない

ように気を付けて

いるよ。 

時間 場面 学習活動（夢中になって学んでいる姿） 資質・能力等 

１ 

本

時 

見通す 

・ 二つの製品の価格が大きく違うのはなぜか考

えることを通して，伝統や優れた技術を生かし

た工業があることに気付いている。 

・ 価格が大きく違うのはなぜか考

え，調べようとしている。（思・判・

表）（態） 

２ 
教わる 

考える 

・ 北陸地方の工場では，昔から伝わる技術をど

のように生かしているか調べている。 

・ 資料から必要な情報を読み取り，

伝統を生かした工業の様子について

理解している。（知・技） 

３ 
教わる 

考える 

・ 大田区では，優れた技術を生かして国内外で

評価されるような製品をつくっていることを調

べている。 

・ 資料から必要な情報を読み取り，

優れた技術を生かした工業の様子に

ついて理解している。（知・技） 

４ 
考える 

対話する 

・ 日本の工業には，資源の確保や人口減少，環

境への配慮など，様々な課題があることを調

べ，新たな取り組みをしていくことが必要であ

ることについて考えている。 

・ 資料を読み取り，日本の工業生産

の課題について考え表現している。

（思・判・表） 

５ 
考える 

振り返る 

・ 工業生産の学習について振り返り，特色につ

いてまとめている。 

・ これからの工業生産のために大切なことにつ

いて理由を明確にしてランキング形式にして考

えている。 

・ 学習したことをもとに，これから

の工業の発展に大切だと思うことを

考えている。（思・判・表） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ アンケートの結果から 

① 関心・意欲，課題意識 

 

 

 

② 見通し 

 

 

 

③ 話合い・学び合い(協働の学び) 

 

 

 

④ 振り返り 

 

 

 

⑤ 新たな学びへ（学びの連続性） 

 

 

 

４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○ 本小単元は，これからの工業について様々な視点

から考えていく大単元のまとめの単元である。そこ

で，児童が前学年の社会科や国語科で学習してきて     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いる会津漆器を取り上げ，学習に関連性や連続性を

もたせることで，課題解決への意欲を高めるように

した。また，お椀という生活に身近な工業製品を扱

うことで，課題を自分事として捉えることができる

ようにした。アンケートの結果①②を見ると，課題

意識や見通しをもって取り組むという意識が高ま

り，課題を自分事として捉えている様子が伺える。 

● 本時では，児童が予想を立てて話し合うなど，調

べるための見方を広げる様子が見られたが，実際に

調べ始めるまでに時間がかかった。そのため，児童

の見方が広がりつつある段階で資料を提示し，実際

に調べる活動を十分に確保することにより，資料か

ら根拠となることを見つけ，根拠をもとに考えを深

める学習につなげることができると考える。 

【視点Ⅱ】 

○ 本時では，特に「身近な生活とのつながり」を中

心に振り返るようにしたことで，家庭にある工業製

品を見直す姿が見られた。児童は社会的事象を見る

ときの視点をもつことができた。 

● アンケートの結果④⑤を見ると，学びを実感する

振り返りが十分にできていないことが伺える。身近

な生活との関わりに目を向けている振り返りや次

時への意欲を高めている振り返りを取り上げるこ

とで価値付けを図り，次時の学習や新たな学びへの

意欲を高めていくことが必要である。 

実際の指導案はこちらへ 

 

★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】 

← 本時の問いを引き出すため

２種類のお椀の写真を中央に

提示して比較させた。 

↑ 本時で特に振り返ってほし

いことを提示し，焦点化した。 



 

 

 

 

 

１ 本単元における夢中になって学ぶ姿 

 
 

２ 本時における研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 改革の内容を資料集や教科書を使って調べ，

改革の効果のあった点や評判が悪かった点に

ついて，根拠を明確にさせながら考えさせる。 

〇 田沼の政治と寛政の改革の内容と結果を

再考し，社会の変化と関連付けて説明する

ことができる。 

＜生徒の振り返りから＞ 

田沼の政治は，お金が集まり内容は良いが，出

費も多く，賄賂政治が横行したので失敗だと思

います。寛政の改革も，内容は悪くないと思いま

すが，厳しすぎて人々の反感をかってしまいま

した。どちらも財政を立て直そうとしているの

はわかりますが，うまくいかなかったので，政治

を立て直すことは難しいことだと思いました。 

  

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

〇 それぞれの改革内容を「農業」「商工業」「そ

の他」に分類する。財政再建の視点から考えさ

せる。 

第 2学年 社会 

【資料をもとに，根拠を見つけながら課題を追及

している姿】をイメージした授業         

東和中 先﨑 貴徳 

○ 財政再建の視点から，改革の内容について根拠を

もって評価させる。 

 

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを 

自分事として捉える指導の工夫】 

○ 見通しをもって学習に取り組むことができるよ

う授業の流れを提示し内容を焦点化する。 

 ① 教科書や資料集で

それぞれの政策の内

容を確認します。 

② 政策ごとに評価し

ます。評価するとき

はそう考えた理由を

考えてください。 

S1 この帰農令とは何ですか。 

T  漢字の意味を考えて，教科書を読んでみてく 

ださい。 

S2 「江戸に働きに来ている百姓を農村に返す」 

ですか。 

T 正解です。 

S1 お金のない百姓は自分の村に帰れないので 

はないでしょうか 

T  この史料を見ると，「幕府が百姓に旅費を出

すこともある」と書いてあります。評価のポ

イントとして考えてみてはどうですか。 

S1  百姓が農村で米作りに専念できれば年貢収 

入は安定すると思うので，良いと思います。 

S2  旅費を幕府が出すということは，かなりの 

お金を使うから，財政再建の視点からみると

効果が薄いのではないでしょうか。 

T 将来的なことも考えてはどうでしょうか。 

＜生徒のワークシート＞ 



３ アンケートの結果から 

① 関心・意欲，課題意識 

② 見通し 

③ 話合い・学び合い(協働の学び) 

④ 振り返り 

⑤ 新たな学びへ（学びの連続性） 

４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○ 生徒は資料からそれぞれの政策の内容を理解し，

各政策の良い点や評価の悪かった点について，根拠

を明確にして伝え合うことができた。 

〇 全体で各班の評価を確認する場面では，「帰農令」 

について根拠を見いだせず困っている班があった

ので，全体で取り上げ，考える場面を設定した。「百

姓への旅費支給」に対する意見のやりとりによって

より根拠を明確にすることができ，最初に考えた評

価を変える班もあるなど全体でも評価の根拠を明

確にすることができた。 

●  評価する政策が多く，それぞれの内容で調べて

いたため，全体で確認するまで時間がかかった。

各政策については，簡単に解説をして内容を理解

してから評価させるか，前時に内容を調べさせて

から本時を位置付けるなど，どこに焦点を当てる

かを明確にした単元構想や授業構想が必要である。  

●  時代背景や人物像への興味を高める導入を行い，

改革の結果を知りたいという追究意欲を高めて学

習に入ると更に効果が高まったと考える。また，

幕府の立場から考えるなど，生徒の考える視点を

明確化することで，事実と背景を関連付けて学ぶ

ことができたと考える。 

【視点Ⅱ】 

○  田沼の政治と寛政の改革における財政再建政

策は効果があったことを理解した生徒が多かっ

た。また，資料をもとに根拠を明確にしたことで，

効果があった点や評判が悪かった点を整理して

結果を考えることができた。 

●  本単元では，都市や農村で産業が発展し，貨幣

経済が広がっていくことを学習したが，あまり社

会の変化と幕政改革を結びつけて考える姿は見ら

れなかった。幕府の立場だけでなく，商人や百姓

の立場から考えるなど，いろいろな視点を与える

ことでさらなる見方・考え方が広がると考えた。 

   

実際の指導案はこちらへ 

 

 

★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】 

＜板書構成の意図＞ 

・ 上段に「田沼の政

治」，下段に「寛政改

革」を配置し，比較し

やすいようにした。 

・ 生徒のタブレット 

に黒板と同じ画面を

配布し，手元で見る

ことができるように

した。 

・ サブモニターを補 

助的に使用し，資料

などを提示した。 



 

 

 

 

 

 

１ 本単元における夢中になって学ぶ姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時における研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５学年 算数科 

【自分なりの根拠をもち，図や式，言葉を関連さ

せながら，単位量当たりの大きさの求め方や比

べ方について説明する姿】をイメージした授業         

小浜小 佐藤 裕美 

○ 面積が等しい A と B の小屋とうさぎの数が同じ

Bと Cの小屋の比べ方を全体で確認することで，面

積も数も異なる場合に着目することができるよう

にする。 

 

振り返りの視点を与えることで，本時の自分

の学びを振り返ることができるようにする。

＜振り返りの視点＞ 

① 分かったこと 

② 友達のよかったところ 

③ もっと考えてみたいこと 

＜児童の振り返りから＞ 

・ 面積か数が同じだったら簡単なのに，面積も数

もちがうととても難しくなるんだなと思いまし

た。 

・ 今日の問題は難しかったです。でも，近くの人

に説明できてよかったです。 

・ 明日は，A，C，Dの面積の最小公倍数を見つけ

て，面積をそろえればいいと思います。 

 

【予告した次時の課題】 

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

○ ペアや小グループでの話合いを意図的に取 

り入れ，自分の考えを深めたり，自分の考えに自

信をもったりすることができるようにする。 

 

前時までの学習を振り返ることで，課題を焦点化

することができるようにする。 

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを 

自分事として捉える指導の工夫】 

 

・面積が同じ時，数が多い方がこんでいる。 

・数が同じ時，面積が小さい方が混んでいる。 

相手を意識して説明したり，聞いたりする時間

を意図的に設定する。 

 

僕の考えとは

違うね。で

も、その考え

もいいね。 

どうしてこ

の式になる

かは、ここ

を見てよ。 

場面 学習活動（夢中になって学んでいる姿） 資質・能力等時間

１ 見通す ・ うさぎ小屋の面積とうさぎの数の関係に着目 ・ 単位量当たりの大きさを用いて比
・ 習得する し，混み具合の比べ方を考えている。 べることの意味を理解し，混み具合
２ 考える ・ 混み具合の比べ方をまとめ 「単位量当たりの を比べることができる。(知・技)，
本時 対話する 大きさ」の意味を理解している。 ・ 混み具合の比べ方を，面積と匹数
・ の関係に着目して図や式を用いて考
３ え，説明している。(思・判・表)

・ 混み具合は２量の割合としてとら
える量であることに気づき，図を使
って，面積，匹数が異なる場合の混
み具合の比べ方を考えようとしてい
る。(態)

４ 習得する ・ 「人口密度」の意味とその求め方を理解してい ・ 人口密度の意味を理解し，人口密
対話する る。 度を求めることができる。(知・技)

・ 人口の混み具合の比べ方を，面積
と人数の関係に着目して考え，説明
している。(思・判・表)

５ 考える ・ 単位量当たりの大きさを用いて，問題を解決し ・ 単位量当たりの大きさを用いて，
ている。 ２つの資料を比べることができる。

(知・技)

６ 考える ・ 単位量当たりの大きさに着目し，速さの表し方 ・ 単位量当たりの大きさの考えを基
対話する を考えている。 に，速さの比べ方を図や式を用いて

・ 混み具合と速さの比べ方を，単位量当たりの大 考え，説明している。(思・判・表)
きさとして統合的にとらえている。 ・ 速さの比べ方を時間と距離の２量

を基に，単位量当たりの大きさの考
えを用いて考えようとしている。

(態)
７ 習得する ・ 速さを求める公式を理解し，それを適用して速 ・ 速さの表し方を基に，速さを求め

さを求めている。 る公式をつくり，速さを求めること
ができる。(知・技)

， ， ，・ 時速 分速 秒速の意味を理解し
時速，分速，秒速を求めることがで
きる。(知・技)

・ 速さを求める時に使う２量に着目
し，速さを求める公式を表すことを
考え，説明している。(思・判・表)

８ 考える ・ 道のりを求める公式を理解し，それを適用して ・ 速さを求める公式を用いて，速さ
活用する 道のりを求める。 と時間から道のりを求める公式を導

き，道のりを求めることができる。
(知・技)

・ 速さを求める公式を基にして，道
のりを求める公式や図や式を用いて
考え，説明している。(思・判・表)

９ 考える ・ 速さと道のりから時間を求める方法を考えてい ・ 道のりを求める公式を用いて，速
活用する る。 さと道のりから時間を求めることが

・ 速さ，道のり，時間の求め方を統合的にとらえ できる。(知・技)
ている。 ・ 道のりを求める公式を基にして，

，時間の求め方を図や式を用いて考え
説明している。(思・判・表)

１０ 活用する ・ 「いかしてみよう」に取り組んでいる。 ・ 学習内容を適切に活用し筋道を立
てて考え，問題を解決している。

（ ）思・判・表
・ 学習内容を生活に生かそうとして
いる。(態)

１１ 振り返る ・ 「たしかめよう」に取り組んでいる。 ・ 基本的な問題を解決することがで
・ 「つないでいこう 算数の目」に取り組んでい きる。(知・理)
る。 ・ 数学的な着眼点と考察の対象を明

らかにしながら，単元の学習を整理
している。(思・判・表)

・ 単元の学習を振り返り，価値付け
たり，今後の学習に生かそうとした
りしている （態）。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ アンケートの結果から 

①  関心・意欲，課題意識 

 

 

 

②  見通し 

 

 

③  話合い・学び合い(協働の学び) 

 

 

④  振り返り 

 

 

⑤  新たな学びへ（学びの連続性） 

 

 

４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○ 前時までの学習を振り返ることで，面積もうさぎ

の数も違うから比べられないということをしっか

りと捉えさせることができた。 

○ 確認したことを板書したことで，どちらかをそろ

えたときに，多い方がよいのか少ない方がよいのか 

をはっきりと確認させることができた。 

○ ペアやグループでの話合いを意図的に取り入れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ることで，相手意識をもって話したり，自分の考え

を深めたりすることができた。 

● 面積やうさぎの数が公倍数を使って大きくした

くなる数だった。そのため，公倍数でそろえた方が

よいと思う児童が多かった。１あたりで求めたくな

る数字で提示するとよかった。 

● １匹あたりの図を書いている児童の考えを取り

上げ，どのように考えたのかを考えさせたり，友達

と話し合わせたりする。そうすることで，単位量当

たりの考え方のよさに気付かせる。 

【視点Ⅱ】 

○ 振り返りの視点を提示することで，自分の言葉で

振り返りを書くことができた。継続して取り組んで

いるため，自然に視点に沿って振り返る姿が見られ

るようになった。 

● 本時の中で，振り返りの共有までは時間がなかっ

た。次時の導入に，紹介したり，発表させたりする

ことで，本時と次時をつないでいきたい。 

【その他】 

・ タブレット端末で児童のノートを画像にして，黒

板に映すことで，短時間で考えを共有させることが

できた。 

・ 教師用デジタル教科書のコンテンツを使って，１

㎡あたりのうさぎの数を視覚的にとらえさせた。 

 

実際の指導案はこちらへ 

 

 

★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】 



 

第１学年　数学                                 　　前時の復習 

【過不足の問題で,異なるなる２つの方程式を比較･推  　　　ケーキをｘ個買ったとすると， 

測する活動を通して,未知数に着目させ何を文字で表    　 　　350 ｘ＋ 250（10 －ｘ）＝ 3200 
しているかを考察し表現する姿】をイメージした授業      　   　　               ｘ＝ 7 

 安達中　菅野　耕司 　　　　プリンをｘ個買ったとすると， 

　　　　　250 ｘ＋ 350（10 －ｘ）＝ 3200 
１　本単元における夢中になって学ぶ姿 　　   　　                  ｘ＝ 3 

  

 ○　前時の手順に従い，等しい関係に着目させること

 　で，２つの式が表す「折り紙の枚数」が変わらない

 　関係にあることに気づかせる。

 

 　　方程式を利用して問題を解くときの手順

 □１ 求めるものをｘとする。 

 □２ 数量をｘの式で表す。 

 □３ 等しい数量の関係から， 

  　方程式をつくる。

 □４ 方程式を解いて，答え 

  　を見つける。

  

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】

　分かったこと，参考になった考え，どんな場面で活 

用しているか，次にどんな学習をしたいのかなどの視 

点を与える。

 

  

 ２　本時における研究の視点

 

 

 視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを  

　　　　　　　　自分事として捉える指導の工夫】  

 

 生徒の振り返りから

　見通しをもって思考・考察ができるよう，複数の  　○　何をｘにするかが大事。 

未知数を求める問題で何を文字で表したかによって，  　○　何をｘとしたかを，書くことを忘れないよう 

立式できる方程式やその解が異なることを確認する。 　　に気をつける。 

 　○ 「足りないのか」，「余るのか」についてよく 

 　　考える。

 ○　未知数が複数ある場合，文字であらわす数量に  　○　分数の方程式は難しい。

 　よって立式される方程式やその解が異なることを

 　確認する。



 ★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】

 ３　アンケートの結果から   
 　①　関心・意欲、課題意識 　○  難易度の高い学習内容にも関わらず，子ども達は

　　一生懸命に，式の演算子や数字から，その意味を読

 　　み解こうと思考し，小集団で意見を出し合う

 　　などして，式が意味するものは何かについて推察し

 　　ていた。

    ②　見通し 　　　数式と言葉をつなぎ合わせるという表現力を問う

 　　活動は，今後，自力で数式を立式する場面に役立つ

 　　と思われる。

  ●  子どもの人数をｘ人とするチームと折り紙の枚数 

　　をｘ枚とするチームの２つに分けて，最初からグル 

    ③　話合い・学び合い（協働のの学び） 　　ープで考えさせることで学び合いの時間を多く確保

 　　できたかもしれない。

   ●　言葉や式で表現する力が弱いからこそ，書かせた

　　り考えさせたりする時間を多く設定する必要がある。 

 

 【視点Ⅱ】

  ④　振り返り   ○　年間を通して，「学習の確認シート」を使っての 

 　　「振り返り」を行ってきたため，生徒達はシートを

 　　配付すると自然に授業や活動の中で思考したことや

 　　友達の意見，大切だと思ったことなどを記入するよ

 　　うになってきた。

       今後は，その「振り返り」を次時の活動へとつな

  ⑤　新たな学びへ（学びの連続性） 　　げるコーディネートを効果的にできるようにしたい。 

   ●　今回の授業では，活動を「振り返って」気づいた

 　　ことをもとに「まとめ」てしまった。

 　　　今後は，まとめと振り返りの違いを意識し，次時

 　　の活動や次単元へつなげるためにも「振り返り」を

 　　大切にしていきたい。

  

  ４　考察【○成果　●課題と改善策】 【その他】

  【視点Ⅰ】 　●　アンケート結果から①～③については多少なが

　○　子どもの人数をｘ人とした教科書の例題のような 　　ら向上しているが，④，⑤に関しては低下してしま 

 　　解法については，プレゼンテーションで短時間　 　　い，振り返りと学びの連続性が今後の大きな課題と

  　　で確認する形にした。 　　して残った。

　　　その分,折り紙の枚数をｘ枚とした場合の方程式  

 を読み解く学習活動に多くの時間を確保すること

ができた。 　実際の指導案はこちらへ

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２学期終わり

２学期始め

１ 疑問や課題（めあて）をもって取り組みましたか。

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２学期終わり

２学期始め

２ 問題解決まで見通し（予想，手段，計画等）をもって取り組みましたか。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２学期終わり

２学期始め

３ 友だちに伝えたい，友だちの考えを聞きたい，と感じたことはありましたか。

75% 80% 85% 90% 95% 100%

２学期終わり

２学期始め

４ 授業でできるようになったこと，わかったことはありましたか。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２学期終わり

２学期始め

５ もっと学んでみたい，調べてみたいと思ったことはありましたか。



 

 

 

 

 

 

 

１ 本単元における夢中になって学ぶ姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時における研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第４学年 理科 

【玉を詰めて飛ばしたときのことや生活経験を

基に，空気の体積や押し返す力の変化について

根拠のある予想をし，表現する姿】をイメージし

た授業        渋川小 山口 美由紀 

○○中 武藤 利徳 

○ 筒に詰めた玉を圧し始めたときの写真で空気が

閉じ込められていることを確認する。 

前玉が飛び出す直前の写真で空気の体積変化に

着目できるようにする。 

前玉が飛んだ直後の 

写真で後ろ玉が前玉に 

触れていないのに飛ん 

だことを確認する。 

＜振り返りの視点＞ 

① 他の考えに触れて新たに気づいたこと 

② 自分の考えを見直したこと 

③ 授業の中で何が手がかりになって問題解

決まで至ったか 

④ 学習を終えて新たな疑問は生じたか 

＜児童の振り返りから＞ 

・ ○○さんの考えから，体積の大きさと手応

えがどれくらいか分かった。絵で描いて分

かりやすく表したら，空気の状況が分かっ

た。 

・ 前のふり返りの体積が小さくなっていると

いうことや理由を使ってかい決しました。 

○ 予想が書けない児童には，風船やボールなど，

身の回りにある空気を閉じ込めた物で感じたこ

とを基に考えさせる。 

 

 

 

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを  

自分事として捉える指導の工夫】 

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

①  筒の中の空気の様子のイメージをもちやすく

するために，演示や写真などで，棒を圧し
お

始めた

とき，棒を圧し込んでいるとき，玉が飛び出した

直後と段階別に提示する。 

 

② 風船やボールを準備し，空気の体積変化や手

応えを実際に手に取って感じられるようにす

る。 

 

粒の形で表す 

表情で表す 

斜線で表す 

時間 場面 学習活動（夢中になって学んでいる姿） 資質・能力等 

１ 課題設定 ・プラスチックの筒に詰めた玉を飛ばし，玉の飛

び方について気づいたことや疑問に思ったこと

を話し合う中で，問題を見出している。 

問題「とじこめた空気は，おされると，どうなるのか」 

・気づいたことや疑問に思ったことか

ら，差異点や共通点を基に問題を見出

している。     （思・判・表） 

２ 

本

時 

課題設定 ・閉じ込めた空気を圧すと空気はどうなるのかに

ついて，学んだことや経験したことを基に予想

している。 

・既習の内容や生活経験を基に，根拠

のある予想をし，表現している。 

   （思・判・表） 

３ 実験 ・注射器に閉じ込めた空気を圧して，体積や手応

えを調べている。（実験１） 

・閉じ込めた空気を圧したときの体積

や手応えについて調べ，結果を分か

りやすく記録している。（知・技） 

４ 

 

分析解釈 ・閉じ込めた空気を圧したときの体積や手応えを

まとめている。 

・筒に詰めた玉が飛ぶ理由について考えている。 

・既習事項を生かして，筒に詰めた玉

が飛ぶ理由のついて考えようとして

いる。          （態） 

５ 課題設定 

実験 

 

・閉じ込めた水を圧すと水はどうなるのかについ

て，学んだことや経験したことを基に予想して

いる。 

・注射器に閉じ込めた水を圧して，体積の変化を

調べている。（実験２） 

・閉じ込めた水を圧したときの体積や

手応えについて調べ，結果を分かり

やすく記録している。 （知・技） 

６ 分析解釈 

振り返り 

・空気と水の性質の違いをまとめている。 ・空気と水の性質の違いについて，実

験結果を基に考察し，表現している。       

（思・判・表） 

７ 

 

活用 

振り返り 

・豆腐の容器に水が入っている理由を考えてい

る。 

・ポットの仕組みについて考えている。 

・空気の圧し縮められる性質や水の圧

し縮められない性質を使った日常生

活における題材について考えようと

している。     （態） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ アンケートの結果から 

① 関心・意欲、課題意識 

 

② 見通し 

 

③ 話合い・学び合い(協働の学び) 

 

④ 振り返り 

 

⑤ 新たな学びへ（学びの連続性） 

 

４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○ 前時の活動の振り返りと空気鉄砲の筒の中の空

気の様子を段階的に提示したことが，児童の予想を

練り上げていく過程に合っていた。手がかりが明確 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

であったので，目には見えない空気の状態をイメー

ジしやすかったようだ。 

○ 予想が書けなかった児童は，ボールを空気と見立

て，袋に入れて圧すことで，筒の中の空気の様子を

表す手がかりとしていた。ボールの形状から空気を

粒として表していた。 

● 風船やボールなど普段から手にしている物がヒ

ントになると考えていた。しかし，本時は空気鉄砲

の筒の中の空気の状態を考える場面であったので，

空気鉄砲のみでよかった。振り返り後や次時の実験

後に，ボールが弾む理由を思考するなど身の回りの

物について関連させていくのもよいと思う。   

【視点Ⅱ】 

○ 自分の考えを図や絵，言葉などでワークシートに

まとめてから班で交流した。ワークシートを互いに

見せて説明したことで，相手の考えをよく理解でき

ていた。友達の考えと比較し，新たな考えに気づく

場面が見られた。 

● 個人の振り返りは全員が書けていた。振り返りの

内容を共有する時間を設ければ，新たに気づいたこ

とや疑問等，様々な考えを出し合え，次時への意欲

や課題設定につながると思われる。 

 

 

実際の指導案はこちらへ 

 

 

★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書は，根拠のある予想をするために思考する際の手がかりとなるよう作成した。スクリーンには，

児童のワークシートを映し，全体で共有した。まとめ，振り返りの視点まで書き，本時の学習の流れが

分かるようにした。 

前時の振り返りの掲示物 



 

 

 

 

 

 
 

１ 本単元における夢中になって学ぶ姿 
時
間 

場面 学習活動（夢中になって学んでいる姿） 資質・能力等 

１ 
習得 
活用 

・身のまわりにある水はあらゆる場面にお
いてどのような状態で存在しているか考え
ている。 

・水の液体・気体・固体について
理解している。（知・技） 

２ 
実験 

分析解釈 

・「ロウの状態変化と体積・質量の変化」の
実験を行い，状態変化の際の質量と体積の関
係について調べている。 

・状態変化の際，体積は変化して
も質量は変化しないことに気づ
いている。（思・判・表） 

３ 分析解釈 
・物質の状態変化を粒子モデルを使って表
している。 

・粒子の数や粒子間の間隔につい
て適切に表現している。（思・判・
表） 

４ 
習得 
活用 

・水の温度変化のグラフをもとに，温度が変
わらないときの水の状態について考えてい
る。 

・グラフの利点を理解し，沸点・
融点について説明している。（知・
技） 

５ 
実験 

分析解釈 

・エタノールと水の混合物を加熱し，発生す
る気体の温度をはかり，出てきた液体の性質
を調べている。 

・実験を適切に行い，実験結果を
性格にグラフに記入している。
（知・技） 

６ 
分析解釈 
振り返り 

・集めた液体には何が多くふくまれている
か，温度変化のグラフからわかることは何か
考え話し合っている。 
 

・実験結果から混合物は一定の沸
点をもたず，個々の沸点のちがい
を利用して混合物を分離できる
ことを見いだそうとしている。
（態） 

７ 
本
時 

実験 
分析解釈 

・エタノール，デンプン，食塩，水が混じり
合った混合物からそれぞれの物質を取り出
す方法を考え，実験でそれぞれの物質を取り
出そうとしている。 

・３つの物質が混じり合った混合
物を分離する方法を考え，正しい
手順で実験を行い分離している。
（知・技） 

 

２ 本時における研究の視点 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１学年 理科 

【複数の混合物を分離する実験を見通しをもっ

て行い，規則性，関係性を見いだして表現する

姿】をイメージした授業         

岩代中 本多 一雅 

○ 学習指導要領の解説には「『理科の見方・考え方』
については，『自然の事物・現象を，質的・量的な関
係や時間的・空間的な関係などの科学的な視点で捉
え，比較したり，関係付けたりするなどの科学的に
探究する方法を用いて考えること』と整理すること
ができる」とあるため，これまでの授業で触れた物
質を取り上げ，生徒の興味・関心を高められるよう
に，知的好奇心をくすぐる課題を設定し，物質の性
質を比較しながら分離する方法について考える場を
設定した。 

 

＜振り返りの視点＞ 
①本時で分かったこと。 
②参考になった考え,どんな場面で活用してい
るのか。 

③他の人の意見を聞いて共感したこと。 
④授業を通してできるようになったこと。 
⑤疑問に思ったこと。 
⑥次にどんな学習をしたいのか 
 

＜生徒の振り返りから＞ 
・ いくつかの物質が混じりあった混合物からそ
れぞれの物質を取り出すには正しい順序で取り
出さなければいけないとわかった。また，正し
い順序で実験をするにはそれぞれの物質の性質
を知る必要があると思った。 

・ 順番が正しければ混合物を 1つずつ取り出せ
ることがわかった。機会があれば他の混合物で
もやってみたい。 

・ 実験の手順を間違えてしまったので，次に観
察や実験をするときは先生や友達の話をよく聞
いて実験を行いたい。 

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを 
自分事として捉える指導の工夫】 

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

○ 課題解決のために，どの順番で実験を行えば３
種類の物質を分離することができるか個人→班
の順で予想を立てさせ，考えを深めさせる。 

 

 

 

 ↑ワークシートで個々の予想を立てさせる。 

 

 

 

 

 

① 生徒にとって身近にある（これまでの授業で触
れた）物質を取り上げ，課題を設定する。 

② 見通しをもって実験ができるよう，これまでの
学習内容を振り返りながら，３種類の物質を分離
する方法を確認する。 

 

ＩＣＴを活用した前時

までの振り返り 

知的好奇心をくすぐる課

題の設定 

「水，食塩，デンプン，エタノー

ルの混合物から，それぞれの物

質を取り出すにはどんな手順で

実験を行えばよいか」 

←班で話し合った予想を 

ホワイトボードにまとめる

ようす 

↑実験技能チェックシートを活用し，これまでの

実験方法を振り返りながら，自分たちで実験を進

められるようにした。 



３ アンケートの結果から 

① 関心・意欲，課題意識 

② 見通し 

③ 話合い・学び合い(協働の学び) 

④ 振り返り 

⑤ 新たな学びへ（学びの連続性） 

 

４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○ 知的好奇心を高める課題を設定することで，予想

の話し合いが活発になり，生徒の学ぶ意欲が高まっ

たように感じた。また，他の班の意見を聞いて，自

分の班の考えと比較することで，班の考えを見直す

生徒の姿も見られ，主体的・対話的で深い学びにつ

ながったように感じられた。 

○ 既習事項を振り返りながら，それぞれの物質の性

質を比較し，適した分離方法と順序を見いだし，根

拠をもって発表する姿が見られた。 

○ ＩＣＴの活用により，前時の振り返りをスムーズ

に行うことができ，既習事項を可視化して生徒に提

示する手段として，ＩＣＴの活用は有効だと感じた。 

● 予想の段階でまちがった手順を考えた生徒に対

してのフォローが十分でなかった。なぜその手順に

したのかを考えさせたり，他の生徒の意見と比較さ

せたりするなどして，自分の考えを直させる場面を

設けるのも必要だと感じた。 

 

【視点Ⅱ】 

○ 振り返りの視点を明確にすることで，全員が本時

でわかったことや疑問に思ったことなどを自分の

言葉でまとめることができていた。 

○ 実験結果が思うような結果にならなかったり，手

順を間違えてしまったりした生徒からは，失敗の原

因や教師や友達の話をよく聞いて観察・実験を行い

たいという反省もあり，次時や次の単元へつながる

振り返りができていた。 

● 実験の時間が長くなってしまい，十分な振り返り

の時間が確保できなかった。１時間で全てをおこな

うのではなく，課題把握・予想の時間と実験・考察

の時間の２時間構成にすると学びの時間にゆとり

ができると感じた。 

【その他】 

○ 実験の手順や注意点をまとめた「実験技能チェッ

クシート」を活用することで，生徒が自主的に活動

を進めることができ，教師の説明を最小限に抑え，

子ども達が主体的に実験を進める手段として有効

であると感じた。 

 

実際の指導案はこちらへ 

 

 

 

 

 

 

 

話し合いながら，実験手順を考  生徒の予想を黒板に掲示      生徒の実験のようす 

ているようす 

★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】 

１ 疑問や課題（めあて）をもって取り組みましたか。 

2 問題解決まで見通し（予想，手段，計画等）をもって取り組みましたか。 

3 友だちに伝えたい，友だちの考えを聞きたい，と感じたことはありましたか。 

4 授業でできるようになったこと，わかったことはありましたか。 

5 もっと学んでみたい，調べてみたいと思ったことはありましたか。 



 

 

 

 

 

 

 

１ 本題材における夢中になって学ぶ姿 

 

２ 本時における研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１学年 音楽 

【音楽に対する感性を働かせ、音や音楽を、音楽

を形づくっている要素とその働きの視点で捉

え、表現したり鑑賞したりする姿】をイメージし

た授業       二本松二中 遊佐久美子 

○ 音楽を形づくっている４つの要素を意識しなが

らグループ練習に取り組む。 

 

自分の言葉で振り返りをさせる。 

＜振り返りの視点＞ 

①  本時で意識して学習したこと 

②  できるようになったこと 

③  次時でがんばりたいこと 

＜生徒の振り返りから＞ 

・ 奏法に気をつけると音がよく響いていて，合

奏した時に「きれいだなぁ。」と思いました。 

・ 次の発表会では，自分のパートの役割をしっ

かり果たして合奏を成功させたいです。 

・ やればやっただけ上手になっていくのが，嬉

しいです。 

・ 曲が華やかな感じに聞こえるように，２のパ

ートをがんばりたいです。 

○ パートごとの演奏上の役割を考え，音楽表現

を工夫する。 

 視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを  

自分事として捉える指導の工夫】 

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

○ 音楽を形づくっている要素と関連づけながら

活動がすすんでいるグループの演奏を紹介す

る。 

 

①  音楽を形づくっている要素(音色・拍・間・テク

スチュア)を意識させながら音楽活動に取り組ま

せる。 

 

② 合奏での３パートの役割を考えさせ，自分が

どのように演奏すれば豊かな音楽表現になるか

考えながら取り組ませる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ アンケートの結果から 

① 関心・意欲、課題意識 

 

② 見通し 

③ 話合い・学び合い(協働の学び)  

④  振り返り 

⑤  新たな学びへ（学びの連続性）

 
 

４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○  「さくらさくら」の演奏を成功させるためのポイ

ントを提示したことで，音楽を形づくっている要素

を意識しながら学習に取り組むことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 合奏でのパートの役割を考えさせ，音楽表現を工 

夫させたことにより，表現の幅が広がった。また，

自分の役割を果たそうと課題を自分事として捉え，

課題解決に向かう姿が見られた。 

● 生徒が働かせた「見方・考え方」を見逃すことな

く，注意深く見取り，称賛したり広めたりして「深

い学び」へと導けるよう教師のコーディネート力を

高めていく必要がある。 

【視点Ⅱ】 

○ 練習すればするほど演奏ができるようになり，演

奏ができるようになることが「嬉しい。」「授業が楽

しい。」と振り返りで記述する生徒が多く見られた。 

○ 振り返りの記述をみると，奏法に気をつければ音

色が変わることを実感した生徒が多かった。箏の音

色が美しい・きれいだと感じた生徒が多く，伝統的

な音の魅力を味わいながら学習に取り組むことが

できた。 

● 次時が最終発表会であることを告げると不安の

声が聞かれた。納得いく演奏に仕上げたいとする意

欲の表れでもある。題材構成の再考や単位時間にお

けるタイムマネジメントを工夫する必要がある。 

【その他】 

○ 後日タブレットを活用し，グループ内で互いに動

画撮影し，奏法や座り方，弾く位置などが正しくで

きているかの確認の時間を設定した。客観的に自分

の姿を確認できたことで，課題を把握することがで

き，課題解決に向けて意欲が高まった。今後の授業

づくりにおいても積極的に活用していきたいと考

える。  実際の指導案はこちらへ 

   

【和楽器を学ぶ上での心構えを常時掲示】    

★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】 



 

 

 

 

 

 

１ 本単元における夢中になって学ぶ姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時における研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６学年 体育科 

【今自分ができる技や挑戦したい技の組み合わ

せを見通しをもって行い，友達と協力して挑戦

する姿】をイメージした授業         

東和小 渡邊 康貴 

○ グループごとに技の組み合わせを考える際に，技

の名前が入ったカードをボードに貼ることで，具体

的にそれぞれの動きをイメージすることができる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

活動の中でよくできた点などを学習カード

に記入し,次時への意欲を高めるようにする。 

＜児童の振り返りから＞ 

○ 自分の力に合った技を組み合わせると良

いと思った。 

○ ちがう班の技の組み合わせをやって楽し

かった。 

○ 倒立前転をもっとうまくできるようにい

っぱい練習したい。 

○ スムーズにできないところがあったので，

スムーズにできるように練習する。 

 

 

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを  

自分事として捉える指導の工夫】 

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

 

 

①  技の組み合わせを見通しをもって行えるよう，

教具の工夫をする。 

 

② タブレットを使用して自分の動きを確認した

り，お手本を見たりすることで技の技能の向上

を図ることができるようにする。 

組み合わせの中に

倒立前転を入れて

みたいな。 

技と技の間は，ど

うすればスムーズ

につながるかな。 

頭→首→肩とゆっ

くりマットにつけ

ていくよ。 

倒立から前転にい

くところが難しい

な。 

技から次の技へス

ムーズに流れてい

るかな。 

 

 

時間 １ ２ ３ ４ ５（本時） ６ 
 0 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

45 

オリエンテーシ
ョン 
・学習内容の確   
 認 
・安全の約束の 
確認 

・場の準備や片 
付けの確認 

運動身体作りプ
ログラムマット
運動バージョン
の紹介 

 
 
 
・今できる技を確
かめる。 

・技のポイントを
知る。 

 
 
 
・グループ編成を
する。 

 
 
 
・前転系・後転系
の技に挑戦す
る。 

・自分の選んだ技に
挑戦する。 

 
・グループで取り
組む。 

 
 
 
・巧技系の技に挑
戦する。 

・補助の仕方を確
認する。 

 
・グループで取り
組む。 

 

 
 
 
・自己の選んだ技
に取り組む。 

 
 
・グループで取り
組む。 

・技の組み合わせ
を考える。 

 
 
 
・グループで取り
組む。 

・考えた技の組み
合わせの練習
をする。 

・発表会をする。 

 

知 

 

運動の課題や約束，場や

用具の使い方，場の安全

な確保など，マット運動

の行い方を理解してい

る。【観察】 

技の行い方やポイン

ト，練習の仕方を理解

している。 

技の行い方やポイン

ト，練習の仕方を理解

している。 

  開脚前転・後転・側転な

どの基本的な技や自己

の能力に適した回転系

や巧技系の発展技に取

り組み，技を身につけ

たり，選んだ技を繰り

返したり，組み合わせ

たりすることができ

る。   【観察】 

思 

 自分の能力に適した課

題を見付けたり，学習

資料を活用して課題の

解決に向けた活動を選

んだりしている。【観察・

学習カード】 

 観察し合って，見付け

た自己のこつや仲間の

考えを他者に伝えてい

る。 

【観察・学習カード】 

技のできばえを振り返

り，課題を修正したり，

新たな課題を見付けた

りしている。 

 

態 

準備や後片付けなど分

担された役割を果たそ

うとしている。 

【観察】 

 場や器械・器具の安全

に気を配ろうとしてい

る。 【観察】 

学習の仕方や約束を守

り，仲間と助け合おう

としている。 

【観察】 

仲間の考えや取り組み

を認めようとしてい

る。 

【観察・学習カード】 

マット運動に積極的に

取り組もうとしてい

る。 

【観察・学習カード】 

 

振り返り→整理運動→片付け 

場の準備→準備運動（運動身体作りプログラム マット運動バージョン） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ アンケートの結果から 

①  関心・意欲，課題意識 

② 見通し 

  

③ 話合い・学び合い(協働の学び) 

 

 ④ 振り返り 

 

⑤ 新たな学びへ（学びの連続性） 

４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○ 技の名前が書いてあるマグネットカードをホワ

イトボードに並べる活動を取り入れたことで，子ど

もたちは，技のイメージだけでなく，技と技の間の

動きもイメージして取り組むことができた。 

● 「スムーズ」というキーワードは子どもたちから

出てきたが，「スムーズ」について問い返しを行い， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技の組み合わせにおけるスムーズさについて共有

させたい。 

● 技の難易度に合わせてカードの色を変えたり，技 

ごとに点数をつけたりすることで，より得点の高い

組み合わせを考えて取り組めるようになると考え

る。 

【視点Ⅱ】 

○ 学習カードを活用したことで，グループでの取り

組みや自分の取り組みに対して課題を明確にする

ことができた。アンケートの結果④や⑤からも子ど

もたちが振り返り，新たな学びへ意欲をもってきて

いることが見てとれた。 

● 振り返りの手立てとして，学習カードに記入した

ことを撮影し，クラスルームに貼り付けることで，

共有化が図れる。また自分の反省をタブレットで自

撮りして共有させると時間短縮にもつながると考

える。 

【その他】 

〇 タブレットを活用したことは，自分たちの技の出

来栄えを確認し，技と技の間の動きや技の完成を高

めるのに大いに役立った。 

● 補強の場作りとして，グループごとの練習の際に， 

傾斜のあるマットや壁倒立の場などを準備して，子

どもたちが選択して技の練習に取り組めるように

したい。 

 

実際の指導案はこちらへ 

 

★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】 

２学期始め 



 

 

 

 

 

 

１ 本単元における夢中になって学ぶ姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時における研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２学年 保健体育 

【ペアの運動メニューの作成から、運動の必要

性を再確認し、自分の健康・体力課題の解決につ

なげる姿】をイメージした授業         

二本松一中 草野 洋一 

○ 社長として、社員（ペア）の健康を管理、維持

するための運動メニューを考える。また、社長自身

も健康になるメニューを考えさせる。 

 

 

＜振り返りの視点＞ 

① 運動メニュー作成で意識したことを確認

する。 

② 日常的に運動を継続するためのポイント

を確認する。 

＜生徒の振り返りから＞ 

・ あまり運動をキツくしすぎず、心拍数が１６

０くらいの強度で毎日運動したい。 

・ 日頃から少しでも運動して筋肉などをつけ

ていくことが大切だと思った。 

・ 自分に合った強度のトレーニングを意識し

て頑張りたい。 

・ 無理なく続けられる運動強度を見つけるこ

とができた。 

 

○ 入力された運動メニューを見て「持続可能な

取り組みなのか」という視点で考えさせる。 

  

T:ペアが続けられる運
動強度ってどれくらい

かな？

C:このくらいでどう？

C:心拍数は１２０ぐら

いかな。視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを  

自分事として捉える指導の工夫】 

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

○ 社長として、社員にどんな声かけや支援を行う

のか考えさせる。 

 

T:ペアが続けられる支

援ってどんな支援？

C:一人だと心細いだろ
うから一緒に筋トレす

るよ。

C:じゃ、回数も数える

ね。

① 「健康管理を行う社長の立場」という場面設定に

より、運動の必要性をより、深く考えさせる工夫を

する。 

 

② タブレットを活用し、ペア活動で考えた運動

メニューの情報を教員が集約する。集約した情

報を教師が助言又は評価して返すことで、考え

が深められるように工夫する。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ アンケートの結果から 

① 関心・意欲、課題意識 

 

② 見通し 

 

③ 話合い・学び合い(協働の学び) 

 

④ 振り返り 

 

⑤ 新たな学びへ（学びの連続性） 

 

 

 

４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○ ペアの運動を支え、メニューを考える活動を実施

したことで、思いやりのある声かけや支援のあり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を考えるきっかけとなった。ペアストレッチでは、

「社長役に背中を押してもらい、ペアの支援のあり

がたさを感じた」とヒアリング調査で述べるなど、

運動をする側と運動を支える側の両者にとって意

義のある活動であったと考える。 

● 教師が、具体的なペアの関わり方をタブレットを

見て確認した。関わり方を意図的に指名して発表さ

せたが「みんなはどう思う？」などの問い返しがで

きなかった。生徒同士で協働的な学びをさせるため

にも教師の問い返しの方法に改善が必要であった。 

【視点Ⅱ】 

○ 「今後の日常生活に筋トレを取り入れたい」という

感想を述べるなど、生徒の体つくり運動に対する考

え方が向上したと考える。また、運動を苦手とする

女子生徒も「登下校は積極的に歩いている」と述べ

るなど、授業後も日常生活から無理のない運動を行

い、継続して運動を行なっている姿が伺える。 

● 運動を得意とする女子生徒は「部活動で体力の向

上を目指している」と話をする一方で「心拍数を計

測する時間がない」と述べるなど、体力を向上させ

る場面で、自分に適した運動強度を計測するなどの

実践にまでには至っていなかった。 

【その他】 

・ 学びの活性化のためにも、タブレットを有効に活用

することができた。生徒の考えを教師が収集し、分

析して助言することで、より質の高い学び合いを行

うことができたと思う。 

 

実際の指導案はこちらへ 

   

 

★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】 



 

 

 

 

 

 

１ 本単元における夢中になって学ぶ姿 

 

２ 本時における研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 場面 学習内容(夢中になって学んでいる姿) 資質・能力等 

１ 見通す ・健康な状態について考えている。 ・健康な状態は，主体の要因と周囲の環境の要因

が関わっていることを理解している。（知・技） 

・健康の大切さに気付き，毎日の生活と健康につ

いての学習に進んで取り組もうとしている。（態） 

２ 

本時 

考える ・健康に過ごすには，体の清潔を保つ大

切さを確認し，体を清潔に保つために自

分でできることを考えている。 

・健康の保持増進には，体の清潔を保つことの必

要性を理解している。（知・技） 

・体を清潔に保つために自分でできることを考え

ている。（思・判・表） 

３ 考える ・健康に過ごすには，運動，食事，休養

及び睡眠の調和が大切であることを確

認し，自分の生活を振り返り，課題を見

付け，解決策を考えている。 

・健康の保持増進には，運動，食事，休養及び睡

眠の調和のとれた生活が必要であることを理解

している。（知・技） 

・自分の生活を振り返りながら，よりよい生活の

仕方について考えている。（思・判・表） 

４ 考える ・健康に過ごすには，明るさの調節，換

気などの生活環境を整える必要がある

ことを理解している。 

・健康の保持増進には，明るさの調節，換気など

の生活環境を整える必要があることを理解して

いる。（知・技） 

 

第３学年 体育科（保健） 

【体の清潔について課題をみつけ，よりよい解

決に向けて考える姿】をイメージした授業         

石井小 阿部 理佳 

○ ブラックライトによって青白く光ったところを

記録させ，水だけでは汚れがよく落ちないことに気

付くようにする。 

＜手洗い実験の感想を発表する。＞ 

 ・ ただ，水で洗っただけではだめなことに気付き

ました。石けんだと水で洗った感じと比べて，菌

がよくとれていたことに気付きました。 

 ・ 自分では手洗いバッチリと思ったけど，まだ見

えない菌があり，もうちょっとしっかり洗いたい

と思いました。 

 ・ アルコールをしていたからきれいだと思ってい

た。こんなに汚いと思わなかった。 

 

＜手や体を洗う理由を考える。＞ 

T：手や体はどうして洗うのか考えてみましょう。 

C：バイ菌や汚いものをなくすために洗う。 

C：バイ菌が体に住み着いたりすると大変だから。 

C：汚い手で食べると病気になったりするから。 

 

 

 

自分の生活と関連付ける設問を設定したワ

ークシートの工夫 

＜振り返りの視点＞ 

① 清潔を保つために自分でできること 

② 分かったこと 

① 清潔を保つために自分でできること 

＜ワークシートの設問を学校と家庭でできるこ

とに分けた。＞ 

【学校でできること】 

・ 手をしっかり洗っていたので，これからも

しっかり石けんで手を洗う。 

・ 手洗いうがいをして，手を洗うときはいつ

もより長く洗う。 

【家庭でできること】 

・ 髪の毛をしっかり洗っていたけれど，菌が

ついているからもっとしっかり洗う。 

・ 服を替える。お風呂に入る。 

・ おうちでもしっかりと石けんで手を洗い

たいです。うがいもしっかりやっていきたい

です。 

② 分かったこと 

＜児童の振り返りから＞ 

・ もっといっぱい手を洗いたいです。いつも

OKだと思っていたら，まだまだ汚れがあると

分かりました。 

・ なぜ，体とかを清潔にするのかなと不思議

に思っていて，当たり前だと思っていたけ

ど，その意味は病気にならないためと知った

ので嬉しかったです。 

・ 体を清潔にするのは，病気にならないため

だと分かりました。これから手や体をきれい

に洗いたいです。 

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを  

自分事として捉える指導の工夫】 

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

手洗い実験で手の汚れを可視化することで，清潔

に保つ大切さの意識を高める。 

 



 

 

３ アンケートの結果から 

① 関心・意欲，課題意識 

② 見通し 

③ 話合い・学び合い(協働の学び) 

④ 振り返り 

⑤ 新たな学びへ（学びの連続性） 

 

 

 

 

 

４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○ 手洗いの実験では，水だけでは汚れが落ちていな

ないことに驚く姿が見られた。自らの手の汚れを可

視化したことで，目に見えない汚れを意識すること

ができ，本時の学習を自分事として捉えることがで

きた。 

● 手の清潔から体の清潔に考えを広げることがで

きなかった。児童は手の汚れが体に入ることは理解

していたので，「手だけ洗っていれば清潔だね」など

体の清潔について目を向けさせる問い返しができ

ればよかった。 

● アンケート結果②から，実験の結果を予想した理

由を考えるなど見通しをもたせるための手立てが

必要であった。 

【視点Ⅱ】 

○ 清潔を保つために自分でできることには，これか

らも石けんを使って手を洗う，服を替える，体をき

れいにするなどの記述があり，健康な生活を送るた

めの実践意欲を高めることができた。 

● ワークシートの設問を学校と家庭でできること

に分けたが，家庭でできることを具体的に記述して

いる児童が少なかった。一日の生活のながれをイメ

ージしながら，起床時，登校後，運動をした後，食

事前，帰宅後，入浴時など具体的な生活場面を提示

する必要があった。 

【その他】 

・ 授業後に手洗いチェックに訪れた児童はいたが，

実践を継続できる児童は少ない。実践の振り返りを

自ら記録させることで継続できるようにしたい。 

実際の指導案はこちらへ 

 

★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】 

 

 



 

 

 

 

 

 

１ 本単元における夢中になって学ぶ姿 

 

２ 本時における研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３学年 外国語活動 

【相手意識や目的意識をもち，学習した表現を

用いて，コミュニケーションを図ろうとする姿】

をイメージした授業         

二本松南小学校 菅野 香代子 

○ 教師の作った「ありがとうカード」を見て「自分

も作りたい」という意欲をもち，そのために必要

な，自分の名前の頭文字を伝える表現を知る。 

   

                          

                                  

                                                

＜振り返りの視点＞ 

① 何が分かったか 

② 次はどうなりたいのか 

③ どうしたらできるようになったのか 

＜児童の振り返りから＞ 

○ ６年生のイニシャルを調べることができ

ました。前と比べて外国語がもっと楽しくな

りました。 

○ 友達がサポートしてくれたので，お店屋さ

んでの言い方ができるようになりました。 

○ リアクションを大切にしてやりとりをす

ると友達に伝わりやすくなることが分かり

ました。             

○ 相手に伝わりやすくするためには，どうすれ

ばいいか考える。                  

                      

                      

                      

               

                                                    

                       

 

 

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを  

自分事として捉える指導の工夫】 

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

○ アルファベットショップのロールプレイゲー

ムをする。 

      

             

                  

            

①  単元のゴールを「６年生へのありがとうカード

を作ろう」とし，６年生が喜ぶカードを作るため

に，お店やさん形式でのやり取りをして名前の頭

文字（イニシャル）を集めるという，必要感のあ

る場面を設定する。 

 

② 児童のやり取りをモデルとして紹介し，どん

なところがよかったかを考え，それを自分の表

現に取り入れられるようにする。 

 

Ｓand Ｋ cards ，

please. 

Here you are. 



★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ アンケートの結果から 

① 関心・意欲，課題意識 

                                               

                                               

                                               

②  見通し 

 

③  話合い・学び合い(協働の学び) 

④  振り返り 

 

 

 

⑤  新たな学びへ（学びの連続性） 

 

 

 

４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○ 単元のゴールを示し，児童が必然性のある活動場

面を設定したことで，目的意識をもち，学習に意欲

的に取り組むことができた。 

○ 教師の作った「ありがとうカード」の実物を見る 

ことで，児童は本時への学習意欲を高め，「伝えたい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「アルファベットカードを集めたい」という目的を

もって活動することができた。 

● すべての場面を想定しやり取りの仕方を確認す

るのではなく，児童が困る，思考する場を設定し，

何と言えばいいのか，どう伝えればいいかを話し合

い，さらに上達したいという思いをもつことができ

るような活動の場をさらに工夫していく必要があ

る。 

【視点Ⅱ】 

○ 前時までの振り返りカードから本時の学習内容

に関わる児童の思いを取り上げ，本時のめあてにつ

なげることができた。 

○ 振り返りの視点を示し，書くことを積み重ねてき

たことで，１学期は「楽しい」など，情意面の振り

返りが多かったが，２学期は視点に合わせて「～が

できるようになったのは○○だから」などの認知面

の振り返りができるようになった。 

● この単元でどんな力が身につくのかが，児童に分

かるような振り返りカードを作成し，見通しをもっ

て学習できるように工夫していく必要がある。 

【その他】 

○ 絵と文字を組み合わせたカードを準備し，音と出

合わせる工夫をした。音と意味内容が視覚的に分か

るようにしたことが，やり取りの手助けとなった。 

● 自分たちのやり取りを録画し，自分たちでやり取

りを修正できるように，ICT を活用していく。 

実際の指導案はこちらへ 

           



○ 友達の発表を聞いて，どのようにすればも

っと伝わりやすい申し出になるか，ペアで修

正しながら再度取り組む。 

   

 

 

 

 

 

 

 

１ 本単元における夢中になって学ぶ姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時における研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ ステップ２を○ ステップ２を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３学年 英語 

【相手の立場に立って，具体的な提案をしなが

ら申し出たり応じたりする姿】をイメージした

授業 

二本松二中 武田 由香理 

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを 

自分事として捉える指導の工夫】 

① 既習事項なども使いながら，相手の立場に立っ

た具体的な提案を考える。 

 

○ 既習事項を用いた本文を，役割を交代しながら

繰り返し練習する。 

 

② 生徒にとって身近な場面設定を行い，目的や

場面，状況によって，適切な表現を選択・使用

できるようにする。 

 

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

＜振り返りの視点＞ 

①何が分かったのか 

②どんな場面で活用できるのか 

③新たに知ったこと 

④次にどんな学習をしたいのか 

＜生徒の振り返りから＞ 

 

○ 身近な３つの場面設定を行い，目的や場面，

状況によって，どのような申し出ができるかを

考え，ペアでやりとりをする。 

 
 

「人を助けるときに

使う英語がわかった

ので，実際にやって

みたいです。」 

・タクシー乗り

場を探している 

・券売機の使い

方がわからない 
・公園で迷子に

なっている 

 

 

 

っｋ 

「友達の表現を参考にしながらやってみる

と，前よりも伝わりやすくなった。」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】 

 

 

３ アンケートの結果から 

① 関心・意欲，課題意識 

 
② 見通し 

 
③ 話合い・学び合い(協働の学び) 

 
④ 振り返り 

 
⑤ 新たな学びへ（学びの連続性）  

 
４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○ 既習事項の中に提案や申し出の言い方があるこ

とを確認したことで，すぐに活用ができたと思わ

れる。 

○ 生徒にとって身近な場面設定をしたことで，目

的や場面，状況によって，どのような表現を用い

て申し出ができるか考えて，やり取りができてい

ることも多いように見られた。 

○ ペアの発表では，簡単なものから難しいものへ

と順番に指名したことで，生徒は内容を理解しや

すくなったように思われる。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２学期始め

２学期終わり

１ 疑問や課題（めあて）をもって取り組みましたか。

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２学期始め

２学期終わり

２ 問題解決まで見通し（予想，手段，計画等）をもって取り組みまし

たか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２学期始め

２学期終わり

３ 友だちに伝えたい，友だちの考えを聞きたい，と感じたことはあり

ましたか。

○ 級友の発表を聞いたことで，どうすれば相手を

意識した申し出になるか，伝わりやすさを意識し

て，再度取り組み改善している様子が見られた。 

● 既習事項の確認に時間がかかりすぎてしまい， 

STEP3 の活動をする時間を十分に取ることができ

なかった。既習事項の確認や本文の意味などポイ

ントを絞って授業を行い，時間をかけて行いたい

活動ができるようにしていく必要がある。 

【視点Ⅱ】 

○ 振り返りの視点を提示したことで，その視点に

従って振り返りをするようになってきた。 

○ 友達の振り返りを聞いたことで，自分が書いた

振り返りと比較することができ，次はどんなこと

をしてみたいかを考える機会となったように思わ

れる。 

● 振り返りをする時間を十分に取ることができな

かった。授業の中に振り返りをする時間を確保で

きるように，学習内容を精選していく必要があ

る。 

【その他】 

○ なかなか挙手することができない生徒がいるの

で，same opinion，same idea などの教師の呼びか

けに反応することで，自分の活動が認められたと

実感できたと考えられる。 

● 自由に相手を見つけて，活動をさせてもよかっ

た。いつもと違うペアでやり取りを行うことで，

新鮮さがあり，協力してやることでさらに楽しく

活動ができたように思う。                               

 

実際の指導案はこちらへ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本単元における夢中になって学ぶ姿 

 

２ 本時における研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１学年 道徳 

【役割演技などを行い，登場人物の心情につい

て考えることを通して，困っている人を思いや

ることの大切さに気付き，相手のことを考えて，

進んで助けることについて思いを深める姿】を

イメージした授業         

二本松北小 野地 由美子 

○ 主題に対する関心を高め，学習に臨むことができ

るよう，事前に取ったアンケートの結果を提示する。 

 

 

 

＜振り返りの視点＞ 

友達と一緒に活動して楽しかったことや，

友達と助け合ってよかったことなど自分の経

験を振り返りながら，これからの生活の中で

友達が困っていたときにはどんなことができ

るかについて自分の言葉でまとめさせる。 

①分かったこと 

②参考になった考え,どんな場面で活用して

いるのか 

③次にどんな学習をしたいのか 

＜児童の振り返りから＞ 

・ たすけてあげると，あ 

いてもじぶんのこころも 

あたたまる。 

・ はなしをきいて，それ 

からやさしくたすける。 

・ あいてのこころをかん 

がえてあげる。 

 

 

○ 役割演技では，きつね役の児童の多様な意見

を引き出せるように，教師がうさぎ役となり，

児童への問い返しなどを行う。 

。 

 

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら  

学びを自分事として捉える指導の工夫】 

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

○ 助け合うことのよさについて，経験を基に話

ができるように，日常のエピソード写真などを

提示して，子どもたち同士が助け合っていた場

面を想起させる。 

 

① 自分事として捉えるために，友達との関わりにつ

いて今までの自分を振り返る場を設定する。 

 

② 役割演技を行い，きつねの心情に自分を重ね

て考えることで感じたことを話し合わせる。 

 

時間 場面 学習活動（夢中になって学んでいる姿） 資質・能力等 

１ 考える 

対話する 

学級活動「学級のめあてを話し合おう」 

どんな学級にしたいか、自分の意見を

発表したり、友達の意見を一生懸命聞い

たりしている。 

・よりよい学級になるために、

どうすればよいか考えようとし

ている。 

２ 

本 

時 

 

考える 

対話する 

 

道徳「くりのみ」 

登場人物の役割演技を通して、困って

いる友達に対する行動を多面的・多角的

に考え、互いに助け合うことの大切さに

ついて考えている。 

・身近な友達と仲よく活動し、

困っているときには互いに助け

合うことについて思いを深める

ことができる。 

３ 考える 

対話する 

道徳「二わの小鳥」 

 動作化を通して、相手の気持ちに寄り

添って考えながら、友達の気持ちを考え

て、行動することの大切さについて考え

ている。 

・相手の気持ちを考えて、行動

することの大切さに気付くこと

ができる。 

４ 対話する 

習得する 

生活「いっしょにあそぼう」 

 身近な自然物などを使い、自分たちで

工夫して作ったおもちゃを用いて、友達

と一緒に遊び方を工夫し、みんなで遊び

を楽しんでいる。  

・相互の思いを大切にしなが

ら、友達と仲よく遊ぼうとして

いる。 

５ 

～ 

７ 

対話する 

習得する 

学級活動「お楽しみ会をしよう」 

 友情関係を深めるために、相互の思い

を大切にしながら計画を立てたり、準備

をしたりしてお楽しみ会に向けて協力し

ながら活動している。 

・学級全員が楽しむことができ

る内容を考え、友達と協力して

活動している。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ アンケートの結果から 

① 関心・意欲，課題意識 

 

 

 

② 見通し 

 

 

③ 話合い・学び合い(協働の学び) 

 

 

④ 振り返り 

 

 

⑤ 新たな学びへ（学びの連続性） 

 

 

 

４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○ 導入では，「友達が困っていたとき，どうしますか」

というアンケートから「助ける」や「話を聞く」と

いう児童の答えを提示するとともに，「どんな心で

関わってあげるとよいか」と問いかけ，本時で考え

ていくことについて焦点化を図ることできた。 

● 今回のアンケートは簡単な内容だったため，その

場で子どもたちに問いかけて問題意識をもたせて

もよかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 日常の写真やそのときの具体的なエピソードを

紹介することで，これまでの生活を想起しながら，

助け合うことのよさについて，自分との関わりで捉

えることができた。 

〇 役割演技では，発達段階を考慮し，うさぎ役を教

師が行い，演技した児童や周りの児童へ問い返しを

行ったことで，子どもたちの多様な考えを引き出す

ことができた。  

● 児童の感じた「うれしい」や「かなしい」といっ

た気持ちに対して，教師がなぜ「うれしい」のか，

「かなしい」のかを問い返すことで，自分の心情を

豊かに表現させていきたい。 

【視点Ⅱ】 

○ 教材で考えたことから，自己を見つめさせていく

ために「きつねさんのように，友達に助けてもらっ

たことはありますか。」「うさぎさんのように，友達

を助けてあげたことはありますか。」と問いかけた。

教材と日常生活の自分をつなげる工夫をすること

で，本時の道徳的価値の理解について，自分自身と

の関わりの中で深めることができた。  

【その他】 

〇 教師による読み聞かせの前に，場面設定を確認し

たことで，児童が教材の内容を理解することに役立

った。 

〇  場面絵を提示しながらどんぐりを隠した場面  

について児童に心情を問いかけたことで，きつねの

心情を想像して，共感している児童の姿が見られた。 

 

実際の指導案はこちらへ 

 

 

 

 

 

★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】 



 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本教材における夢中になって学ぶ姿 

時間 場面 学習活動（夢中になって学んでいる姿） 資質・能力等 
 
 
 
 
 
１ 

 
 
 
 
 
対話する 
習得する 
 
 
 
 
 

 
学級活動「ＳＮＳの使い方について考え

よう」 
 
・ＳＮＳにはどのようなものがあるのか

確認し、生活の中で気を付けなければい

けないことを考え、積極的に意見交換をし

ている。 
 
 
 
 

 
 
 
 
・ＳＮＳの便利

な点とともに、

注意しなけれ

ばいけないこ

とを自分事と

して考え、意見

交換している。 

 
 
 
 
 
 
 ２ 
 
 本 
 時 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
考える 
自己を見

つめる 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
道徳「スマホに夢中！」 
 
・ＳＮＳの使い方について考え，危険と

わかっていても使用の仕方を変えなか

った(変えられなかった)のはなぜか考

え，積極的に意見交換をしようとしてい

る。 
 
 
 
・主人公の生活が変わらないままだったら

どうなるのか考えるとともに，他の生徒の

意見を聞こうとしている。 
 
 
 
 
 

 
 
 
・主人公の気持

ちに共感でき

るかどうか自

分事として考

えている。 
 
・事故を起こし

た主人公の行動

や心情につい

て考え，安全で

調和のある生活

を送ろうとして

いる。 

２ 本時における研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「ながらスマホ」や「夜ふかしスマホ」など教

材を活用して話し合ったことを生かして、自分

の内面や生活をもう一度見つめ直させる。 

○ 「節度・節制」についての具体的なイメージ

を広げ，広がったイメージをもとに自分の生活

を振り返り、「できていること」「できていない

こと」「気を付けていること」などについて意見

交換しながら表現する。 

＜生徒の話し合いから＞ 

○ 時々夜遅くまでスマホを使ってしまう。 

○ 歩きスマホは危険なのでしないようにしてい

る。 

〇 学習中、スマホは気になるが、気にしないよ

うに注意している。でも、やっぱり気になる。 

 

 

 

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを 

自分事として捉える指導の工夫】 

② 「節度・節制」についての理解をもとに、級

友と意見を共有し、自身の考えを広げられるよ

うにする。 

 

第３学年 道徳 

道徳的価値である「節度・節制」をもとにス

マホ使用に関わる自分の生活を見つめ、多面

的・多角的に考える学習を通して、進んでより

よい生活を送ろうとする態度を育む授業        

二本松三中 大沼 仁 

＜生徒の振り返りから＞ 

○ 主人公のように、「ながらスマホ」はよ

ほど注意しなければならない。油断すると

危ない。 

○ 学習する時、スマホがやはり気になる。

スマホを近くに置かないなど工夫してい

きたい。 

 

 

① 主人公の行動と自分の経験を重ね合わせて考え，

主人公と自分の共通する点や相違点を見出す発問

をする。 

 

○ 主人公の行動に共感できるかどうか考える。自分

の気持ちや考えを「心のものさし」で考え、級友の

考えに触れながら意見交換する。 

共感

でき

ない 

共 感

で き

る 

「共感できる」「共感できない」を両はじに明

確に示すことで、心の迷い、葛藤を表現させる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３アンケートの結果から 

① 関心・意欲、課題意識 

 

 

② 見通し 

 

 

③ 話合い・学び合い(協働の学び) 

 

 

④ 振り返り 

  

 

⑤ 新たな学びへ（学びの連続性） 

 

 

４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○ 自分の気持ちを「心のものさし」で表し、自分の

行動を客観的に見つめ振り返ることができた。また、

教材中の主人公に共感できるかどうかについて、級

友と理由、根拠を交えて話し合うことで多面的・多

角的に考えることができた。 

● 授業後に課題として、本日の家庭学習を行う際、

主人公の名前をとり「奈美恵度チェック」を実施し

た。すると生徒の半数以上が自分の不十分さを振り

返っていた。授業の中でこそ主人公と自分を重ね合

わせるこのような時間を確保するべきだった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「節度・節制」の意味が難しく、生徒から的外れ

な意見が出ることがあった。「度を超えて生活する

こと」「ながら○○する」「○○のしすぎ・・・」な

どの分かりやすいイメージを生徒から引き出し、共

有するべきであった。教材に描かれている「ながら

スマホ」以外の例を考えさせて、意見交換できれば

さらに自分の経験に即した意見を出すことができ

たと考えられる。 

【視点Ⅱ】 

○ 主人公と自分の経験を重ね、自分事として考える

中で、自分の今までの経験や生活を見つめ直すこと

ができた。 

● 振り返りについて、級友と意見交換する時間を十

分に確保できなかった。もっと自分のことを顧みる

時間を大切にすべきだった。 

● 特に話し合いの場面ではスマホの使い方等の「方

法論」に話がいきがちであった。「なぜそう考える

のか」「自分の生活でしっかりできているか」等問

い返しをして考えを深めさせたい。 

【その他】 

「心のものさし」について、黒板で名札を用いて活

動したが、タブレットを使って活動することもできた。

ワークシートについても，タブレットを使って生徒同

士の意見の共有もできたと感じた。これから有効に活

用していきたい。 

 

実際の指導案はこちらへ 

  

★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】 



 

 

 

 

 

 

 

１ 年間指導計画における夢中になって学ぶ姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時における研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３学年 学級活動（２） 

【生活上の課題を自分のものとして真剣に考え，具

体的なめあてや解決方法を意思決定して，主体的に

実行しようとする姿】をイメージした授業 

東和小 大和田 樹 

○ 事前に実施したアンケートの結果をグラフ等に

表し，その画像を拡大して映したり，掲示したりす

ることで，自分たちの実態や現状を把握させ，課題

をつかませる。 

 

 

○ 実践意欲の継続化を図るために，具体的

なめあてを決めて，実践カードに記入させ

る。 

＜児童の振り返りから＞ 

 

 

 

 

 

 

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを 

自分事として捉える指導の工夫】 視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

＜グラフを見た児童の反応＞ 

T：「あなたは，忘れ物をしますか？」というアンケ

ートへの回答結果がこれです。 

C：えー！赤とかピンクばっかりじゃん！ 

 （赤･･･よく忘れる，ピンク･･･ときどき忘れる。） 

T：他に気づいたことはあるかな？ 

C：あっ！忘れ物をしたことがない 

って人が０人だ！ 

C：みんな，忘れ物しているってこと？ 

C：まずい･･･。もう３年生なのに･･･。 

① アンケート結果をグラフ等に表し，画像に映し出

すことで，自分たちの実態や現状を把握させ，課題

をつかませる。 

 

 

② 学級全体の問題であることを共有するととも

に，教師との話合いを通して自分事としてとら

えさせる。 

 

グラフ化 

このアンケートを見て

気づいたことは？ 

３年生になっても，

こんなに忘れ物をし

てしまっていては，

まずいと思う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ アンケートの結果から 

① 関心・意欲，課題意識 

 

 

 

② 見通し 

 

 

 

③ 話合い・学び合い(協働の学び) 

 

 

 

④ 振り返り 

 

 

 

⑤ 新たな学びへ（学びの連続性） 

 

 

 

４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○ アンケート結果の画像を大きく映したことで，

「忘れ物をしたことがない人がいないよ」という発

言があり，問題意識を高めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自分の生活をふり返りながら，話し合うことで，

「忘れ物をしている」という自分の課題に気づかせ

ることができた。 

● 学級の課題を自分事としてとらえさせようと，ア

ンケートの結果を把握させることに時間をかけす

ぎてしまった。アンケートの結果の提示の仕方を工

夫し，課題を焦点化するための話合いの時間を確保

すべきだった。 

【視点Ⅱ】 

○ 実践カードに具体的なめあてや実践のふり返り

を記入させたことにより，授業後の実践時だけでな

く，その後の生活の実践意欲も高めることができた。 

（アンケート結果④⑤） 

● 終末の「決める」の段階でめあてを記入させた後

に，他の児童のめあて（考え）にふれさせる時間が

少なかった。導入の「つかむ」の時間を短くし，互

いの意見を発表したり，話し合ったりする時間を十

分に設け，自分以外の意見のよさにも気づかせたい。 

【その他】 

○ 板書構成の中に「つかむ」「さぐる」「見つける」

「決める」という項目を掲示することで，学びのプ

ロセスを把握しやすくすることができた。 

 

実際の指導案はこちらへ 

 

 

 

★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】 



 

 

 

 

 

 

１ 本題材における夢中になって学ぶ姿 

 
２ 本時における研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時数 場面 目標 資質・能力等

1 発表
自分の得意なことをみんなの前で発表し，自

信をもつ。

自分の得意なことを発表し自己肯

定感を高めことができる。3-(4)

2 発言・話し合い
自分の良いところを見つけ出し，友だちから

も見つけてもらう。

長所に目を向けることで，自己理

解を高めることができる。3-(3)

3 発言・話し合い
長所と選択しない項目から自分の課題に気付

く。

長所として選択しないことが，自

己課題と気付く事ができる3-(3)

4
ロールプレイ・発

言・話し合い

あいさつする判断や具体的動作を考えること

ができる。

あいさつのやり方や判断の仕方を

知り，生活で使おうとする3-(4)

5
ロールプレイ・発

言・話し合い

ルールを守る理由を考え，常に意識する大切

さに気付く。

ルールを守ることが，結局自分の

ためであることに気付く3-(４)

6
ロールプレイ・発

言・話し合い

話を聞く大切さに気付き，よく聞くための方

法を考え，日頃から実行しようとすることが

できる。

話を正しく聞いて，日常生活を安

心安全に送ることができる6-(5)

7
ロールプレイ・発

言・話し合い

整理のタイミングと具体的な方法を考えるこ

とができる。

整理整頓して，日常生活を安心安

全に送ることができる6-(6)

8
ロールプレイ・発

言・話し合い

自分の思いばかりを優先せず，仲よくする方

法を考える。

友達と仲良くして，日常生活を安

心安全に送ることができる6-(7)

特別支援学級知的 自立活動 

【具体的な生活場面で，児童自身が課題を受

け止め，各自が改善策を考える活動を通して，

意欲的に改善を図る姿】をイメージした授業                 

二本松南小 野村 一弘 

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを

自分事として捉える指導の工夫】 

〇  これまでの学習を振り返り，考え方の参考に

できるようにする。 

○ これまでに学習してきた内容を確認

し，まだうまくできていないのでどうす

ればよいかを動作化したり，話し合った

りした。 

 

 

 

 

○ これまでに学習した内容だけでは，ま

だ改善できていないので，どのような改

善策があるかを児童になげかけた。児童

は，教師が提示した例などを参考にして 

  ・てわすら（物いじり）しない。 

・集中する。 

などを挙げることができた。ただ，本時

で一番大事な「相手に心を向ける」こと

に気付けていないので，教師から提示す

ることにした。 

 

○ 20枚の「よいとこカード」からこれま 

で自分のよいところとして選ばなかったカ 

ードは何かを考えさせ，それらが自分の課 

題であることに気付かせる。 

 

視点Ⅱ【ロールプレイにより実感し，考え，自分

なりの表現方法で示すことのできる工夫】 

〇  ロールプレイ，キーワード「心をむける」，キ

ーワードをイメージする「ハートのイラスト」等

を使って，実感できるようにする。 

○ 「相手を意識する」ことを「心をむけ

る」と表現した。ハートのイラストと動

きで，「心をむけて聞く」ことが大切だ

ということに気付くことができた。 

 
話をする

人に心を

むける 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ アンケートの結果から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○ 自分の生活を振り返っての課題だったので， 

自分事として意欲的に考えることができた。 

● 既習学習内容なので，ロールプレイを取り 

入れることで学習が成立したが,目新しさが 

なく６年生は退屈そうだった。もう少し思考 

を必要とする内容にすればよかった。また， 

より自分事として考え取り組むようにするた 

めに，このカードを選んだ本人に質問する方 

法も考えられた。 

【視点Ⅱ】 

○ 例示やロールプレイを活用することで，課 

題を理解し，状況を実感して考えることがで 

きた。 

○ 自分の考えの表現方法を子どもに選択させ

ることで,無理なく表現することができた。 

○ 「心をむける」というキーワードをハート 

マークのイラストと動きを同時に提示する 

（視覚的提示の工夫）ことで，児童は具体的 

に正しく聞く姿勢を理解することができた。 

● できないことを取り上げるより，「こうする

とできた」というプラス面に気付かせたい。 

【その他】 

○ 「よいとこカード」を活用して，無理自己課 

題を見つけ出すことができたのは，よかった。    

★板書を作る【本時のねらいに基づいた板書等の作成】 

 

実際の指導案はこちらへ 



 

 

 

 

 

 

 

１ 本単元における夢中になって遊ぶ姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時における研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鬼遊び 

【役の変化を楽しみながら友達と体を動かして遊

ぶ楽しさを感じる姿・ルールを一つ加えることで意

欲的に体を動かす姿】をイメージした保育         

とうわこども園 安齋 紀子 

○保育教諭は鬼役が分かりやすいようにお面を付け

る。合図を聞いて逃げるところはドキドキやワクワ 

ク感が味わえる 

ようにゆっくり 

歌うなど曲調を 

変えながら遊ぶ 

ようにする。 

＜振り返りの視点＞ 

①良かったところ 

②頑張っていた姿 

③次にどんなことをしたいのか 

＜振り返りから＞ 

・せんせい、わたし、どうだった？ 

・にげるのじょうずだったでしょ！ 

・おにをよくみてて、にげたんだよ。 

・つかまらないように、かくれたんだよ。 

・にげるとき、くるっとしたんだよ。 など 

捕まらないで逃げられた子，鬼になって捕ま

えた子など，どのような気持ちだったのか、子

どもたちから言葉を引き出した。言葉にならな

いところは，保育教諭が思いを推し測りながら

丁寧に言葉をつなぐとともに，よかったところ

などを具体的な言葉で伝えた。 

○ 繰り返し遊ぶ中で同じ動きだけでは単調に

なってくるので，１つ新しい動き「追いかける」

を加えることを提案する。 

 

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを  

自分事として捉える指導の工夫】 

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

○ 保育教諭の動きを真似て見たくなるように動

きを大きく演じ，楽しめるようにする。 

 

 

① 最小限のルールにポイントをしぼりルールを理

解しやすくし共有できるようにしていく。 

 

 

② ルールを一つだけ加えることで遊びの変化を

楽しみ意欲的に体を動かす楽しさにつなげてい

く。 

 

時間 場面 学習活動（夢中になって学んでいる姿） 資質・能力等  ①～⑩幼児期の終わりま  
         でに育ってほしい 10の姿 

1 〜
２ 

わかる ・お面を使い，鬼遊びの簡単なルールのイメージを
もち、友達や保育教諭とのやり取りを楽しんでい
る。 

・鬼遊びの簡単な歌を歌ったり，合図を聞いて友達
と一緒に逃げたりして楽しんでいる。 

・みんなで一緒に活動することを楽しむ。 
・体を動かして遊ぶ楽しさを感じる。 
（①健康な心と体 
 ⑩豊かな感性と表現） 

3 ～
７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本時 
 
４ 
／ 
５ 
  

わかる 
 
 
 
 
 
楽しむ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表現する 

・ルールがわかり追いかけられて逃げることを繰り
返し楽しんでいる。 

 
 
 
 
・保育教諭や友達の動きや言葉を聞いて自分なりに
体を動かす楽しさや快さを感じている。 

 
 
 
・友達の動きや言葉を聞いて自分なりに体を動かす
楽しさや快さを感じている。 

・保育教諭の動きを真似てみたいと思い，一緒に鬼
役になり友達と追いかけることを楽しんでいる。 

 
・鬼役，逃げる役のイメージを自分なりの動きで表
現して遊んでいる。 
 
 
 

・遊びのルールが分かりおもしろさを感
じる。 

・ 体を十分に動かして遊ぶ。 
（①健康な心と体 
 ④道徳性・規範意識の芽生え 
 ⑨言葉による伝え合い） 
・保育教諭や友達の動きに関わって自分
なりに体を動かす楽しさを感じる。 

（①健康な心と体 
 ②自立心） 
・同じ物(お面)を身に着け、保育教諭の真
似をして動いてみながら体を動かして
遊ぶ。 

（①健康な心と体 
 ⑩豊かな感性と表現） 
 
・自分なりにこんなふうにしてみたいと
思ったことを保育教諭の援助を受けな
がらやってみようとする。また、自分で
やってみようとする楽しさを感じる。 

（①健康な心と体 
 ②自立心 
 ⑩豊かな感性と表現） 

８～
１０ 

 
発揮する 

・みんなと同じ場所で鬼遊びをすることに楽しさを
感じたり自分なりに動いたりして，満足感をもっ
たりしている。 

・保育教諭や友達に関わって動いたり自
分なりに体を動かしたりする。 

（①健康な心と体 
 ②自立心） 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○ ルールが視覚的にもわかるように保育教諭がお

面をつけたことで鬼役であるとすぐにわかり，3 歳

児なりのルール理解につながった。 

〇 保育教諭も遊びに加わり，良かった動きなどを認

めてあげることで鬼に捕まらないように逃げよう

とする意欲につながった。 

○ ルールを１つ加えたことで，「逃げる」動きだけで

なく「追いかける」動きの楽しさや刺激を感じ，意 

欲的に体を動かすことへつながっていった。 

● 最小限のルールにポイントをしぼり伝えたもの

の捕まるのが嫌だなどの理由で遊びだせない子も

みられた。逃げる範囲が限られるよう活動場所を遊

戯室にした。視野が限られることで鬼役の動きや友

達の多様な動きが目に入り，遊び方の理解につなが

っていった。捕まるのが嫌で混ざれなかった子も，

友達が鬼に捕まった後もまた遊び始めている様子

や楽しそうに逃げて遊んでいる様子が目に入り，遊

びに入ることができたと思われる。環境構成の工夫

や一人一人にあった援助の大切さを感じた。 

 

【視点Ⅱ】 

○ 新たに，捕まらないように逃げている子の良かっ

た動き，追いかけている子の良かった動きを言葉で

伝えることで鬼遊びのいろいろな役をやってみよ

うという姿につながっていった。 

● 捕まらないように鬼をよける動きや，捕まらない

ように隠れている子，捕まるのが怖い子など幼児の

動きを目的を持って丁寧に見取り一人一人のしぐ

さや，表情，つぶやき，発した言葉や動きなどを見

逃さず，保育教諭が共感し，言葉にして園児に伝え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ていくことが大切である。今後も子どものしぐさやつ

ぶやきなど言葉にならない思いをくみ取り，援助やね

らいにあった環境構成をしていきたい。 

【その他】 

○ 年間を通して意図的に鬼遊びを取り入れたこと

で，3 歳児なりにみんなで思いきり体を動かして遊

ぶ楽しさにつながった。 

● 幼児の発達段階や個人差に目を向け，年間の遊び

の連続性を見直すなど，年齢ごとに育みたい資質・

能力を育てるために，ねらいを明確にし，短期的，

長期的な計画を立て，実践し，改善を繰り返して，

ＰＤＣＡサイクルをまわしていくことが大切であ

ると感じた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際の指導案はこちらへ 

＜始め ・ 終わり＞  保育者   幼児           ＜活動時＞     場所 遊戯室          

 

  

★【本時のねらいに基づいた活動の場づくりの工夫】 

 

 

 

 



Ⅳ 研究のまとめ 

 (1) 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを自分事として捉える指導の工夫】 

○ 児童生徒の日常生活とつながる学習課題を設定したことで，自分自身との関わりを

踏まえながら考えを深めることができた。また，他教科の学習との関連性や単元を通

しての学びに連続性をもたせることができた。 

○ 子どもたちの意欲を高めたり，多様な考えを引き出したりするための教師の関わり

として，子ども達のよかった動き・考え等をその場で認めたり，子ども達へ問い返し

をしたりすることが効果的だった。 

○ 目に見えないものの可視化を意識した教材の提示・ワークシート等の工夫により，

普段見逃していた事物・事象を意識し，自分事として捉えることができた。 

○ 児童生徒の考えが記入してある図，学習内容や様子が分かる写真，表等を用いた構

造的板書を作成することで，児童生徒は自分と相手の考え方を比較検討しやすくな

り，新たな考えに気付くなど課題に対して考えを深めることができた。 

● 教師がねらいとした活動を展開していくためには，育成すべき力を明確にした単元

構想，環境整備の工夫，一人一人に合った援助が必要となってくる。 

● 調べる活動を十分に確保することにより，根拠となることを見つけ，根拠をもとに

考えを深める学習につなげることができると考える。 

● 課題を自分事としてとらえさせるために，単に学習課題の難易度を下げるのではな 

く，より実生活に密着した課題や思考を深めることができる課題にしたり，提示の仕 

方を工夫したりすることが必要である。 

するなど，内容の吟味が必要である。 

ことが大切である。 
視点Ⅱ 【学びの連続性につながる振り返り】 

○ 振り返りを今年度継続して取り組んだため，複数の視点がある場合には自ら選択

し，視点に沿って振り返る姿が見られるようになった。また，「楽しかった」「うれ

しかった」等の感情的な振り返りから，「□□ができるようになったのは△△のため」

等の自己の学び方を見つめる振り返りが増えていった。 

○ 振り返りによって自分やグループの取組に対しての課題を明確にすることができ

た。教師も児童生徒の振り返りから次時の学習内容に関わる内容を取り上げ，学習課

題を設定することができた。 

● 子ども達は，どうしてもできなかったことを取り上げがちであるが，その原因や解

決策に気付くことができるような言葉かけをしたり，参考になる内容を書いている児

童生徒の振り返りを紹介したりして，次の学習につなげていく工夫が必要である。 

● 自己の振り返りを行わせた後に互いの意見を発表し合ったり，話し合ったりさせた

い。これにより気付いたことや疑問等，様々な考えに触れることができ教師のコーデ

ィネートにより次時への意欲や課題設定にもつながっていくと考える。 

https://4.bp.blogspot.com/-aQsRGok8rpg/VkLHWLkUrtI/AAAAAAAA0Vc/_yl2mG6H36k/s800/study_wakaru_boy.png
https://4.bp.blogspot.com/-c3xL5fORRxc/VhHgJGkAgnI/AAAAAAAAy24/ixtp5eh8fN4/s800/hanashiai_kids.png


(2) おわりに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

コロナ禍をきっかけに一人一台タブレット端末

が配備され２年が経過しました。どんな状況におい

ても夢中になって学ぶ子どもの姿をイメージした

授業，そしてタブレットの有効活用とは･･･等，模索

の日々ではなかったでしょうか。その一助になれば

と思い，二本松市教育委員会指導委員会として研究

を進め，その成果を冊子にまとめました。この冊子

が先生方の授業改善に少しでも役立ち，二本松市の

子ども達の学力向上につながれば幸いです。 

 また，今年度，指導委員会の運営に ICT が有効に

働きました。感染拡大防止のため参集できない中で

も研修が進むよう，グーグルワークスペースを用い

たのです。ここでその例を３つ紹介します。 

 まず、共有ドライブです。各種様式や資料及び指

導案の交換が行いやすくなりました。発出する側は

即座に提供することができ，受け取る側は自分のタ

イミングに合わせて受け取ることができました。次

にチャットです。リアルタイムで情報をやりとりす

ることができました。それは記録として残るのでメ

ンバー内の情報共有にも役立ちました。最後にグー

グルフォームです。アンケート集計が瞬時に行われ

大幅な時間短縮につながりました。授業の中でも活

用できるものです。 

 これらの活用は，今後の業務の在り方に大きく影

響すると実感しました。ご自身の ICT 活用力向上の

ためにも，チャレンジし，業務や授業で活用してい

ただきたいと考えています。 

令和４年度二本松市教育委員会指導委員会作成委員 

 ◎委員長 齋藤みちる（油井小教頭）  ○武藤利徳（二本松一中教頭） 

 西屋 純（油井小）    齋藤真由美（二本松一中） 小野真樹（油井小） 

 先﨑貴徳（東和中）    佐藤裕美（小浜小）    菅野耕司（安達中） 

 山口美由紀（渋川小）   本多一雅（岩代中）    野地由美子（二本松北小） 

 大沼 仁（二本松三中）  遊佐久美子（二本松二中） 渡邊康貴（東和小） 

 草野洋一（二本松一中）  阿部理佳（石井小）    菅野香代子（二本松南小） 

 武田由香理（二本松二中） 大和田樹（東和小）    野村一弘（二本松南小） 

 安齋紀子（とうわこども園） 

令和４年度二本松市教育委員会作成委員 

 丹野 学（教育長）    太田孝志（学校教育課長） 長澤 潤（管理係長） 

 藤原 謙（指導係長）   大関智幸（指導主事）   鹿目敦子（指導主事） 

 奥山 満（指導主事）   粠田祐子（指導主事）   佐藤和彦（指導主事） 
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